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橋本進吉の講義「国語法概論」の筆記（１） 
 
鈴 木   泰 
 
【はじめに】 
 ここに翻字する「国語法概論」は、橋本進吉博士の講義の筆記である。橋本博士の文法の講
義については橋本進吉博士著作集七『国文法体系論』にすでに紹介されているが、それは橋本
博士の文法論が確定してからのものであり、構築された体系の説明に重点がおかれており、そ
う考えなければならない理由については十分説明されているとはいえない。本筆記はそれより
はやい段階のものであるせいであろうか、橋本博士が、西欧の言語学における文を構成する単
位を単語であるとする立場をはなれ、文の構成単位を文節とする立場に、どのような理由で移
行したかを解明するのに貴重な手がかりをあたえるものである。 
 本筆記は愛知県立大学名誉教授である尾崎知光氏から 1995 年に東京大学文学部国語研究室
に寄贈されたものであるが、筆者はこうした点に興味をそそられ、2009 年度の国語学演習でと
りあげ、その翻字の作成にとりかかった。 
 翻字にはいるまえに、寄贈者である尾崎知光氏の添えられた寄贈説明書を以下に抄出させて
いただき、この筆記がどのような素性のものであるかをまず明らかにしておきたい。 
 
一、このノートは、私の恩師金子武雄先生（当時は旧姓伊野宮、以下筆録者と称する。）が、か
つて東京帝国大学文学部国文学科に在学中、橋本進吉教授の講義に列し、筆録されたもので
ある。 
二、ノートは全部で四種、七冊で 
 １、国語学概論    一冊   ２、国語学史概説    二冊 
 ３、国語法概論    二冊   ４、国語音声史     二冊 
である。今それぞれのノートの講義の年代についてみると、筆録者の国文学科在籍期間（昭
和五年から昭和八年まで）と、橋本進吉教授の講義題目の目録（橋本博士還暦記念会『国語
学論集』所収の「橋本博士講義題目」）とを照合すると、 
１、昭和五年度     ２、昭和六年度 
３、昭和七年度     ４、昭和七年度 
とすることができる。 
ノートはすべて丸善特製の大型、上質のもので、ペンで漢字片仮名横書きとなっている。そ
してすべてのノートにはほとんど欠落した部分がない。筆録者は極めて勤勉、几帳面に毎回
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の講義に出席し、講義のことばを一言一句たがえず、忠実に筆録したと察せられる。橋本教
授の講義録は、岩波書店刊行の著作集に収められているものもあるが、その資料となったノー
トには不完全な点もあり、それに比してこのノートは、正確さの点で、はるかにまさるもの
であると思われる。 
このノートには、各講義のはじめに、主な参考図書が示されているが、これは橋本教授の講
義においては常例であったとのことである。又ノートの内容としては、一段一段の講述に対
し、ところどころ番号を付して、具体例その他を注記し、さらに見出しやまとめまで加えら
れてある。これについては、筆録者から直接伝えられたところでは、橋本教授の講義は、一
段一段、明瞭に講述され、その段が終ると、さらにその部分に対して補足説明をされ、具体
例その他を注記せしめられて、次の段の講述に進むというやり方であったとのこと、しかも
これは私が他の橋本門下の方々から伺ったところでも同様であった。見出し、まとめについ
ては講義で指示されたか、筆録者の所為かは明らかでないが、ともかくこのノートが橋本教
授の講義の実態をさながらにうつしたものらしいことは十分に察せられるのである。 
三、橋本進吉教授についてはあらためて言う必要はないが、筆録者については、後々の人のた
めに少々のべておく。筆録者は新潟県出身、明治三十九年五月十日生れ。旧姓伊野宮、昭和
三年三月東京帝国大学文学部英文学科入学、昭和五年三月同国文学科入学、昭和八年三月卒
業、和歌山師範学校教諭、第八高等学校教授、東京高等学校教授、東京大学教養学部教授、
停年退官後、駒沢大学教授、昭和女子大学教授となり、退職後、昭和六十年三月二十四日死
去。七十八歳。上代文学、祝詞、宣命、古事記、万葉集などを専攻、又ことわざの研究もあ
る。（以下略） 
四、最後に私がこのノートを所有し、それを今回、東京大学文学部国語研究室に寄贈すること
にした経緯をのべておく。私は昭和十七年、筆録者が教授として勤めていた旧制第八高等学
校に入学し、教えをうけ、特別のご愛顧を蒙り、それは昭和六十年三月二十四日に死去され
るまで、かわることなく続いた。筆録者が大切に所持していたノートが私に授与されたのは、
昭和二十一年三月、私が東京大学に入学することになった少し前であった。私は爾来それを
恩師の記念の品として愛蔵していたが、今や私も老年となり、今後この貴重なノートが散佚
することをおそれ、橋本進吉教授がかつて勤務された東京大学文学部国語研究室に寄贈し、
永久にそこに保管していただき、今後の研究者の活用に供するのが最良の途と考えたのであ
る。このノートの受け入れには、多年ご交誼をいただいている山口明穂教授のお取りはから
いを得ることになったのは幸いであった。 
五、（略） 
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 なお、このほかに尾崎知光氏からは、直接に貴重なご教示をうけたうえ、「金森豊 1933『橋
本進吉 国語法概論 昭和 7 年東大講義』（一）（二）東京プリント刊行会」の複写までいただ
いた。記して謝意を表する。 
 
【校定の方針】 
１、筆記本文は、B５版で 1ページ 25 行で「国語法概論其一」は 91 ページ、「国語法概論其二」
は 70 ページである。あたえられたページ数の関係で、筆記全部の翻字は不可能なので、今回は
ほぼ半分の第３章（筆記其一の 76 ページ）までにとどめた。以降は別稿に譲る。 
２、筆記には、本文の左の欄に見出し、まとめが記され、上の欄（時に下の欄）に注が記され
ている。本文がインク書きであるのに対して、見出し、まとめについては、鉛筆書きであり、
丁寧な字体で記されている。寄贈者の説明のなかで、「見出し、まとめについては講義で指示さ
れたか、筆録者の所為かは明らかでない」としていることからも、講義の時に直接指示された
ものではないと考え、翻字しなかった。 
 ただ、見出しがまったくないと、内容がつかみにくいので、キーワードをゴッシクで示した。
なお、頭注については、橋本博士は、「一段一段、明瞭に講述され、その段が終ると、さらにそ
の部分に対して補足説明をされ、具体例その他を注記せしめられ」たとあるので、翻字した。 
３、筆記には読点「、」のみがうたれている。しかし、翻字では、よみやすさを考慮し、読点を
必要に応じて句点「。」に改めた。なお、文末や並列などの句点や読点が期待されるところに点
が認められず、よみにくいと思われる箇所には、最低限それらを補った。 
 筆記は仮名がおおく、おおくのスペースがとられ、わかち書きがなされているが、それは基
本的には翻字に反映させなかった。ただ、本文中に、平仮名の引用がある場合は、よみやすさ
を考慮して、その前や後のスペースは生かした。また、本文中にはおおくの行がえがあるが、
字数節減のため、最低限必要なものにかぎってのこした。 
４、ノートのページの終わりのところに(  )でくくって、ノートのページ数をアラビア数字で
示した。 
５、あきらかに誤りと思われる漢字、かなづかい、スペリングなどは特に断らずに訂正した。
また、脱字は〈 〉内に示して補った。あきらかな衍字については削除した。不審箇所にはル
ビとして「ママ」と付した。なんらかの注記が必要な場合は〈 〉内に注記した。 
６、旧字体はすべて新字体に統一した。 
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【国語法概論其一 翻字】 
 
      国語法概論 目次 
第一章  語法ノ概念   第二章  単語ト文   第三章  品詞ノ分類 
第四章  品詞各論 
（一）  体言   （二）  用言   （三）  副用言（副詞、接続詞、連体詞） 
（四）  感動詞  （五）  助動詞  （六）  助詞 
第五章  品詞ノ転化   第六章  単語ノ構成   第七章  文節ノ構造 
第八章  文節相互ノ連結  〈第九章  文ノ構成 本文にはあるが目次にない〉（１） 
 
参 考 書 
大槻文彦  広日本文典、広日本文典別記  明治丗年、学校用ノ文典ノ基礎トナツタ 
芳賀矢一  明治文典  大槻式ノモノニ研究ヲ加ヘタモノデアル。 
山田孝
ヨシ
雄   日本文法論 
大槻式ノ文典カラ西洋味ヲ脱シ、日本語ノ原理ノ上カラ立テヨウトシタモノデア
ル。コレニヨリ従来説明ノツカナカツタコトニモ説明ヲツケタシ、又従来捨テテ
オイタコトガラヲモ注目シテ研究シタ。シカシコレハ従来ノ文典ノ批評ガ主デ結
局ノ結論ノ要領ガ得難イノデアル。 
山田孝雄  日本文法講義  日本文法論ノ説ニ幾分改訂ヲ加ヘ、且ツ結論ヲ示スノニ力ヲオ
イタモノデアル。大正十一年ニ版ニナツタ。 
三矢重松  高等日本文法  明治四十一年ニ出タ。ソノ後改訂版ガ出タ。コレハ大体大槻氏
ノ文典ニヨツテヰルガ細部ノ説ニ注目スベキモノガアル。 
安田喜代門 国語法概説  大槻氏、三矢氏ノ説トソレカラ一方ニ山田氏ノ説ヲトリ、（2） 
  １．以上ハ文章語ノミカ、アルヒハ文章語ヲ主トシタモノ  ２．以上ハ口語ノ文法ニツイテカカレタモノ 
同時ニ自分ノ説ヲ入レテツクツタモノデアル。 
松下大三郎 標準日本文法 
日本ノ文法ヲ根本的ニ考ヘ直シタモノデ、大正三年ニハジメテ出版セラレ、ソノ
後度々改訂セラレタ。著者ノ意企ハ文法学ト云フヤウナモノヲタテ、ソレニヨリ
日本ノ文法ヲツクラウトシタノデアル。 
岡沢鉦治  言語学的日本文典 
      難解デアル上ニ、格別新シイモノデハナイ。 
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○―――――――――――――○１． 
国語調査委員会 口語法 発音式仮名遣デヤツテアル。 
山田孝雄  口語法講義   松下大三郎 標準口語法   鶴田常吉  日本口語法 
○―――――――――――――○２． 
小林好日  国語国文法要義    木枝増一  高等国文法講義、高等口語法講義（3）  
     
   第一章 語法ノ概念 
  １．Grammar ノ訳。文法ノ方ガ語法ヨリ古イ語デアル。 
語法ハ又文法トモ云フ。１．以前ハ文語ノ文法ヲ文法ト云ヒ口語ノ文法ヲ語法ト云ツテ区別シタ
モノモアツタガ現今デハ区別シナイデ用ヒルノガ普通デアル。文典ト云フ語モ同ジヤウニ用ヒ
ル人モアルガコレハ文法書ト云フイミニ用ヒル方ガ普通デアル。 
語法トハ然ラバ如何ナルモノカ。多クノ文典ニ於テハ文法ハ言語ノ法則ヲ説クモノデアルトシ
テヰル。シカシココデハ言語ノ法則ソレ自身ト云フ意味ニトツタ方ガ良イト思フ。文法ヲ言語
ノ法則ナリ、ト説クノハ、少クトモアヤマリデハナイ。シカシソノ法則ハ自然科学デ云フ法則
ノ如ク時ト所ヲ論ゼズニアテハマルモノデハナク、ムシロ通則、型、法式トモ云フベキモノデ、
唯一ソノ場合ノミナラズイクツカノ場合ニ通ジテアテハマルモノノ意味ニ法則ト云フ語ヲツカ
フナラ、コノ意味デアル。シカシ単ニ言語ノ法則ト云ツタノデハアマリニ漠然トシテヰル。実
際今云ツタヤウナイミデノ法則デアツテモ文法上ノ法則デナイコトガアル。例ヘバ日本語ノ 
ハヒフヘホ ノ音ハ古イ時代ニハ ファ フィ フ フェ フォ ト云フ風ニ発音シテヰタノデア
ルガソレガ変化シテ今日デハコトバノハジメデハ ハヒフヘホ ト発音シコトバノ中及ビヲハ
リデハ ワイウエオ トナツタノデアル。コレハ ハ行音ノアラユル場合ニ通ジテ起ツタノデ
アルカラ法則ト云ツテヨイガシカシソレハ言語ノ上ノ法則デアツテ文法ノ上ノ法則デハナイノ
デアル。又古ク 受くる時、つくるとき、さくるときト云ツタノヲ（4）後ニハ 受けるとき、
つけるとき、さけるとき ト変ツタ。コレモコノ類ノコトバ一般ニ通ジテオキタ事実デ言語上
ノ法則ニハ違ヒナイガ文法上ノ法則トハ言ハナイノデアル。又東京地方ノ し音 ち音ヲ東北
地方デハ一般ニ す音、つ音ニ近イ音デ発音スルノデアルガ、コレモアラユル場合ニサウナノ
デアル。又東京地方デ 月を、しりを かぎをト云フノヲ東北地方デ、つきう、しりう、かぎ
うト云フ風ニ発音スルノデアルガ、コレモ多クノ場合ニ通ジタキマリデ、言語上ノ法則トハ言
ヘルガ、文法上ノ法則トハ言ヘナイノデアル。上述ノ如キハチガツタ時代ニ於ケル言語ノ間、
又ハチガツタ種類ノ言語ノ間ニオケルキマリデアル。語法ノ上ノ法則トハアル特定ノ一ツノ言
語ノ間ニ於ケル法則ヲ云フノデアル。言語ハ時ト共ニ変化スルモノデアル。同ジ言語デモ時代
ニヨツテ差ガアル。ソレニモ拘ラズ夫々ノ時代ノ人々ハソノ時代ノコトバヲ用ヒテ充分ニ思想
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ヲ通ズルト云フ目的ヲ達シテヰルノデアル。ソノ時ノコトバガ古クドンナデアツタカ又ソノ後
ドウ云フ風ニナツテユクカト云フコトハ全ク知ル必要ガナイノデアル。カヤウニシテソノ時代
ノ言語ハソレ自身トシテ全ク独立シタモノトミルコトガ出来ルノデアル。カヤウニ考ヘルト同
ジ言語ガ時代ニヨツテ変化シタモノデ（5）アツテモ、ソノ時代々々ニソレゾレチガツタ言語ガ
行ハレルモノトミルコトガ出来ルノデアル。土地ニヨル言語ノ差異モ亦同様デ、地方々々ニ違
ツタ言語ガ行ハレテヰルトミルコトガ出来ルノデアル。ソノ他階級、職業ソノ他ニヨル言語ノ
差異モアルガソレモ同様ニ考ヘラレル。前ニ例ヲアゲテノベタヤウナ言語ノ法則ハカカルチガ
ツタ言語ヲ比ベテミタ場合ニ見ラレル法則デアル。カヤウナモノハ普通文法アルヒハ語法ノ上
ノ法則トハ言ハナイノデアル。語法ノ上ノ法則トハアルキマツタ時ニ於ケルアル一ツノ言語ノ
ウチニアルキマリデアル。ソノ言語ヲ使フ場合ニハ必ズ従ハネバナラヌキマリデアル。ケレド
モ普通ノ場合ニハソノコトバノ使用者自身モ充分ニコレヲ自覚シテヰナイノデアル。吾人ハソ
ノ言語ヲ分解シテミテ、ソレガイカニ組ミ立テラレテヰルカヲ観察スルトキニ見出サレルノデ
アル。カヤウナ言語構成上ノ法則ガ即チ文法上ノ法則アルヒハ文法デアル。 
然ラバソモソモ言語ハイカナル風ニ構成セラレテヰルカ。ドンナ種類ノドノ時代ノ言語デモ必
ズ二ツノ要素カラ成ル。一ツハ音声デアリ、一ツハ意味デアル。意味トハ音セイニヨツテ示サ
レル意識内容デアル。一定ノ音声ニ一定ノイミガ結ビツイテハジメテ言語ガ成立スルノデドチ
ラガカケテモ言語トハ云ヘヌ。ソレ故（6） 
  １．syllable ト大体一致スル。勿論全然ハ一致セヌ 
言語ハ先ヅ音セイト意義トノ二ツニワケテ考ヘルコトガ出来ル。 
先ヅ言語ノ音セイニツイテ考ヘルト、言語ハ音ノ連続デアル。シカシ言語ノ音ハタツタ一ツノ
音ガナガク続クノデハナク、区切リノアルノガ普通デアル。コノ区切リハ音ヲキク感ジノ上カ
ラモ、亦発音スルトキノ発音キクワンノ上カラモアキラカニ知ルコトガ出来ルノデアル。ソノ
一番短イ音ノ区切リヲ音節１．ト名ヅケル。カヤウニシテ言語ハ音声ノ側カラミルト音節カラ成
ルモノデアル。或ル場合ニハ唯一ツノ音節カラ成ルガ多クノ場合ニハ二ツ以上ノ音節ガ結合シ
テ成ツテヰル。而シテアラユル実際ノコトバニツイテミルトソノ音節ハ色々チガツタモノハア
ルケレドモイツモチガツタモノデハナイノデ同ジ音節ガアチラコチラニシバシバクリ返シテ用
ヒラレルノデアル。従ツテチガツタ音節ノ数ニハ、限リガアルノデアル。ソレガ色々ニ結合セ
ラレテ実際ノコトバニナルノデアル。 
次ニ色々チガツタ音節ヲタガヒニ比較シテミルトチガツタ音節デモ一部分ダケ共通ナモノガア
ツテ、コレヲイクツカニ分解スルコトガデキル。カクテコノ音節ヲデキルダケ分解シタ究極ノ
音ノ単位ヲ単音ト呼ブ。中ニハドウシテモ分解デキヌ音節モアルガソレハ一音節ガ一単音ヨリ
成ルモノデアル。（7） 
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  １．例ヘバ日本語デハ子音一ツト母音一ツトデ一音節ヲナスト云フガ如クデアル。 
カヤウニシテアラユル音節ハ単音カラ成ルト云ヘル。即チ音節ハ一ツモシクハ二ツ以上ノ単音
ガ結合シテ出来上ツテヰルモノデアル。而シテコノ単音ニモ色々チガツタモノモアルガ、同ジ
単音ガチガツタ単音ト結合シテチガツタ音節ヲツクルモノガアルノデ、一定ノ言語内ニオケル
チガツタ単音ノ数ニハ限リガアルノデアル。カヤウニシテ言語ト云フモノハ音節カラ成リ立ツ
ト云ウルト共ニ又単音カラ成リ立ツトミルコトガ出来ルノデアル。或ル一定ノ言語ニ於テハ上
ニ述ベタヤウナ単音カラ音節ガ出来ルニハアル一定ノキマリガアルノデアツテソノキマリハ唯
一ツノ場合ニノミナラズ多クノ場合ニアテハマル。即チソコニ通則又ハ法則ト云フモノガ見出
サレルノデアル１．コレガ語法デアル。 
次ニ言語ノ意味ニツイテ考ヘル。言語ノ意味即チ言語ガ表ス思想ハ吾人ノ見タリ、キイタリ、
考ヘタリ、想像シタリ、感ジタリ、欲シタリスルコトノスベテデアツテソノ種類ヤ性質ハ実ニ
種々様々デアル。ソノ内容ヲ論ズルノハ色々ノ学問ノ範囲ニ属スルコトデアル。シカシカヤウ
ナモノガスベテ吾人ノ意識ニ上ツテハジメテ言語ニ言ヒアラハサレタモノデアルト云フ点カラ
ミルト総テ心理的ナモノデアルト言ヒエラレルノデアル。シカシ言語ノ研究ニ於テハサヤウナ
モノガドウシテ吾人ノ意識ニ上ルカト云フヤウナコトハ問フ必要ガナイ。已ニコレガ意識ニ上
ツタ以上、コレヲイカナル仕組デ以テコレヲ言葉ニ表スカト云フ過程ヲ明カニスレバヨイノデ
アル。イカナル言語ニ（8） 
  １．単語一ツデモ文ト云ヘルモノガアル。実際ノ言語ハカナリ象徴的ナモノデ、重要ナトコロダケシカ言ワヌコトガ
多イ。 
於テモ色々ノ個々ノ思想ニ対シテコレヲアラハスベキ符号トシテ一定ノ音ガ夫々キマツテヰル
ノデアル。コレヲ材料ニシテソノ中カラ今言ヒアラハサントスル思想ニ適合スルモノヲ撰ンデ
コレニ相当スル音ヲ発シテ目的ヲ達スルノデアル。 
ソノ個々ノ思想ヲアラハスモノハ普通コレヲ単語又ハ語ト呼ブ。カヤウニ吾人ガ何カヲ言ヒア
ラハサントスル場合ニハ単語ヲ材料トシテ用ヒル。而シテアル場合ニハ唯一ツノ単語デ言ヒア
ラハサントスル思想ヲ言ヒツクシウル場合モアルノデアル。ケレドモ多クノ場合ニ於テハイク
ツカノ単語ヲツラネ合セテハジメテソノ思想ヲ言ヒアラハスト云フ場合ガ多イノデアル。即チ
カカル場合ニ於テハ言ヒアラハサントスル思想ヲソノママ全体トシテ直チニ言ヒアラハスノデ
ハナクテ、コレヲ幾ツカニ分解シ、ソノ一ツ一ツヲ言ヒアラハスノニ適当ナル単語ヲエラビ出
シ、而シテコレヲ適当ナ順序ニナラベコレヲ順次ニ発音シテ言ヒアラハスノデアル。聞キ手ノ
方デハソノ音ヲ聞イテ一定ノ音ニ相当スル一定ノ思想ヲ順次ニ意識ニ浮ベテ行キ、終ツタトコ
ロデコレヲマトメ、話シ手ノ伝ヘヨウトスル全キ思想ヲ理解スルノデアル。カヤウニ一ツノマ
トマツタ思想ヲアラハシタモノ、コレヲ文法ノ上ニ於テ文ト呼ブ。１． 
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カヤウニ考ヘテミルトアラユル文ハ皆語カラ成リ立ツテヰルモノデアルト言フコトガ出来ル。
実際ニ於テ言語ト云フモノハスベテ文トシテ運用セラレテヰル。文ニナツテ始メテ（9） 
  １．コトバノ、ハジメニ カ゜音ガコナイコトノ如クデアル。  ２．日本ノハ高低ノアクセント 
  ３．二音節ノ語デハ                ナル三ツノ型ガアルト云フガ如クデアル 
思想ヲ完全ニ伝ヘルコトガ出来ルノデアル。単語ハ単ニ単語トシテ独立ニ用ヒラレルコトガナ
イノデアツテ、文ヲツクル材料トシテ用ヒラレルノデアル。カヤウニ言語ヲ意味ノ方、即チ思
想ヲアラハスト云フ点カラ考ヘルト個々ノ思想ヲアラハス単語トマトマツタ思想ヲアラハス文
ト云フ二ツノ方面ガアルノデアル。言語ハスベテ単語デアルトモミラレルシ、又文デアルトモ
見ラレルノデアル。 
単語ハアラユル思想ヲアラハスタメノ材料ニナリ又土台ニナルモノデアルカラ、アル一ツノ言
語ノ中ニ存スル単語ノ数ハ非常ニ沢山アルノデアル。而シテソノ個々ノ単語ガアラハストコロ
ノ意味及ビ形（音声）モ種々様々デアル。イカナル思想ガイカナル形ヲモツカ、又イカナル形
ガイカナル意味ヲ有ツカハ夫々チガツテヰルノデアツテ、通則ト云フモノハ見出スコトガ出来
ナイノデアル。然シ乍ラソノ形カラ見ルト単語ハ音節カラ成リ立ツテヰルモノデソノ音節ノ数
ニハキマリガナイノデアルガ、ソノ単語ノハジメ及ビヲハリニクル音（音節或ハ単音）ニハ制
限ガアルコトモアル。１．又単語ヲ組ミ立テテヰル音節相互ノ間ノ音ノ高低強弱ノ関係（アクセ
ント）２．ガ決ツテヰテ、コレニヨツテ意味ヲ区別スル場合モアリ、又ソレガ多クノ単語ニ通ジ
テ同様デアルコトガアル。３．カヤウニ単語ハソノ形（音セイ）ノ構成ノ上ニ或ル一定ノ法則ガ
ミラレルノデアル。ソレカラ又単語ニハ夫々意味ヲ有ツテヰルイクツカノ部分（10） 
  １．花ぐもり 秋ばれ 炭だわら 本ばこ   あま笠  さか樽 さか屋  しら雲    春めく  時めく 
  ２．「兄ガ来タ？」ト「兄ガ来タ」トノ差ノ如キデアル  intonation  Satzakzent 
  ３．口語体ノ文語モアル。    ４．音声モアルモノト考ヘネバナラナイ。 
カラ構成セラレルモノガアツテ、ソノ構成ノ仕方ガイクツカノ単語ヲ通ジテ同様ナモノガアル
ノデアル。１．カヤウナ単語ノ構成法ハ必ズシモアラユル単語ニ当ハマルモノデハナイガ少クト
モ、イクツカノ単語ニ於テ同様ニ見ラレルモノデアルカラ、ヤハリ規則トカ通則トカ法式トカ
トシテミトメウルノデアル。 
次ニ文ハ単語ヲ材料ニシテ成立スルモノデアル。ガ、ソノ単語ハ単ニバラバラノ単語デハナク
テソノ単語ノ有ツテヰル意味ガ結合シテ一ツノマトマツタ思想ヲアラハシテ一ツノ文ヲ構成ス
ルタメニハ一定ノ法式ニ従ハネバナラナイノデアル。カヤウニ単語ヲ以テ文ヲ構成スル場合ニ
モ一定ノ法式ガアルノデアル。又一ツノ文ノ音ノ形ハ種々様〈々〉デアツテ一定シナイガ、ソ
ノ或ル部分ヲ強クアルヒハ弱クアルヒハ高クアルヒハ低ク発音スルコトニヨツテ色々ノ意味ヲ
示スコトガアルノデアル。２．カヤウナコトモ文構成上ノ一要素デアツテシカモソレガ規則的ノ
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現象デアル。 
以上述ベタノハドンナ言語ニモアテハマルコトデアルガ、文語即チ文字ニカイタ言語、アルヒ
ハ文字ニ書ク言語３．ニ於テハイツデモ文字ト云フモノガコレニ伴フノデアツテ、文字ガ言語ノ
一要素ニナツテヰル。即チ文語ニ於テハ耳ニキコエル形（音声）ノ他ニ眼ニ見エル形ガキツト
アルノデアル。４．ソレ故以上ノ他ニ尚文字ニ関スルコトガ加ツテクルノデアル。（11） 
  １．kokoro ココロ 心    ２．・ 。 ― … 
文字ハ言語ヲアラハス記号デアルガ、文字ガ言語ヲアラハスニハ一個又ハ数個デモツテ言語ノ
音声ノ単位デアルトコロノ単音又ハ音節、或ハ意味ヲアラハス単位ナル単語ヲアラハスノデア
ル。１．而シテ文ハ大概ハ文字ノ連続ニヨツテアラハサレルノデアル。ソノ場合ニ言語ノ音又ハ
意味ノ切レツヅキヲアラハスタメニ色々ノ符号ヲ補助トシテ用ヰルノデアル。２．カヤウナワケ
デアルカラ文字ハ言語ヲアラハス形トシテハヤハリ個々ノ文字カラ構成セラレルモノデアル。
文字ニ関スルコトガラノ中デ個々ノ文字ノ成立トカ個々ノ文字ノカキカタトカ云フ如キ文字ソ
ノモノニ関シタコトガラハ文字学ト云フ如キ文字ソノモノノ研究ヲスル学問ニ譲ツテヨイノデ
アル。シカシ文字ト言語トノ相互関係ハ是非考ヘテミナケレバナラナイノデアル。ソノ中ニモ
個々ノ文字ガドンナ音又ハ語ヲアラハスカ、又ハ個々ノ音又ハ語ガドンナ文字デアラハサレル
カト云フコトハ個々別々ノキマリデアルカラ文法ニハ関係ノナイコトデアル。文字ガ言語ヲア
ラハス形トシテ結合シテ用ヒラレル場合ニ多クノ場合ヲ通ジテノキマリ即チ通則法式ト云フヤ
ウナモノガアルナラバソレハ文法ニ於テ説クベキ事柄デアル。カヤウニシテ送仮名、句読法ナ
ドガヤハリ文法ノ上ノ問題トナルノデアル。又仮名遣モ通則トシテ考ヘラレル現象ハヤハリ文
法トシテ論ズベキ問題デアル。 
以上述ベタトコロニヨル文法又ハ語法ハ言語構成ノ法則デアルト解シテヨイノデアル。而シテ
ソレハ音声ニ（12） 
  １．意味ヲアラハスモノトシテ 
関スルモノ、単語及ビ文ニ関スルモノ、１．ソレカラ文語ニ於テハ文字ニ関スルモノトガアルコ
トニナル。上ニ述ベタヤウナ文法ソノモノノ考ヘ方ニツイテハ恐ラク多クノ異論ハアルマイト
思ハレル。シカシソノ範囲ニツイテハ異論ガアルノデアル。日本ノ文法学者デ明カニ文法ハ言
語ノ構成法則デアルト述ベテヰルノハ松下氏デアル。而シテ氏ノ取扱ツテヰルノハ右ニ述ベタ
範囲ノ全部ニワタツテヰルノデアル。岡沢鉦治氏ハ単位文ノ構成ニ関スル典則ノ研究ガ文法ノ
研究デアルト言ツテヰル。氏ハ文ノミナラズ単語ノ構成ハトイテヰルガ音声ト文字トニハ何ラ
フレテヰナイ。即チ言語スベテニワタルノデハナク、文及ビ文ヲ構成スル単語ノ構成法則ヲ文
法トシテヰルラシイ。即チコトバヲ常ニソノ意味カラハナサズニ意味ヲアラハスモノトシテ構
成ノ法則ヲ論ジテヰルノデアル。山田氏ハ言語ノ研究ヲ次ノ如クワケテヰル。即チ第一ガ直接
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ニ言語ノ本質ニ関スルモノ、次ハ記載法ニ関スルモノデアル。ソノ前者ヲ更ニ二ツニワケテ音
声学ト言語ノ思想的方面ニ関スルモノトニシタ。而シテ思想的方面ヲバ辞彙学ト、言語ヲ思想
ニ応ジテ運用スル法則トニワケタ。文法トハコノ最後ノモノヲ指スノデアル。コレモヤハリ思
想ヲアラハス方面ダケヲ文法ト考ヘタノデ、思想ニ応ジテ言語ヲ運用スル法則ヲ文法ト云フト
定義シテヰルノデアル。言語ヲ運用スル法則トハヤハリ言語ノ中ニ存スル法則デ（13） 
  １．叙述文典ト呼ブ 
吾人ハコレニ従ツテ言語ヲ運用スルニ他ナラヌノデアルカラコレハ単ニ言語ノ法則ト云フ以上
ニ意味ガ加ツテヰルトハ考ヘラレヌ。言語ノ中ニアル法則ヲミルノハ静的ナ見方デアリ、言語
運用ノ法則ヲミルノハ動的ナ見方デアルニ過ギナイ。安田氏ハヤハリ音韻論ト語法論トニ分チ、
語法論トハ国語ヲ音声ト称スル外形ト意味ト云フ内容ヲワカタナイ真実ノ相ニ於テ具有スル通
則ヲ研究スル学科デアルトシタノデアル。 
上ニ述ベタ如ク語法又ハ文法ハアルキマツタ時ニ於ケルアルキマツタ言語ノ中ニ存スルモノデ
アツテ、吾人ハソノ言語ヲ観察シテコレヲ明カニスルコトガ出来ルノデアル。而シテソノ一定
ノ言語ニアラハレル事実ト云フモノハ辞書ニ於テ見ラレルヤウナ個々別々ノキマリ、語法ニ説
クヤウナ各々ノ場合ヲ通ジテノキマリ、コノ両方ノモノニアツテ説明シツクサルベキモノデア
ル。 
スベテ言語ノ上ノキマリト云フモノハ社会ノ習慣ノ上ノ一ツデ時ヲ異ニスルト変ズルトキガア
ルシ、又同ジトキデモコレヲ用ヒル社会ガチガヘバチガフトキガアルノデアルカラ、文法モソ
レニ従ツテ違フノデアル。シカシアル決ツタ時代ニ於ケル或ハ一ツノ社会ノ言語ハ多少不安定
ナトコロガアツテモ大体ニ於テハ決ツテヰルノデアル。ソノ一ツ一ツノ言語ノ文法ヲ明カニス
ルノガ普通ノ文典デアル。１．トコロガ同ジ言語ガ時代ニヨツテ変化シタ場合ニ（14） 
  １．以下コノ講義デ語法ヲ説クノデアルガ 便宜上音声ヤ文字ノ方面ハ省クコトニスル。 
各時代ノ文法ヲシラベテ、イカナル変遷ノ道ヲ辿ツテキタカヲ明カニスルモノガアル。コレヲ
歴史文典ト呼ブノデアル。又同ジ言語カラ分レ出タ多クノ言語ノ文法ヲ相互ニ比較シテ、ソノ
同ジ言語デアツタ時代ノ言語ノ文法ヲ考ヘテ、ソレカラ多クノ文法上ノ差異ヲ生ジタ経緯ヲ明
カニスルモノガアル。コレヲ比較文典ト呼ブ。カヤウナ歴史的研究ヤ比較研究ハアル特定ノ言
語ノ文法ヲ明カニスルモノトハソノ研究ノ態度・目的ヲ全ク異ニスルモノデアル。コレラハ全
体ノ体裁ニ於テハ文法ト同ジヤウデアルニシテモ、言語構成ノ法則（文法）ヲ明カニスルノガ
目的デハナクテ、ムシロ文法上ノ事実ノ歴史ヲ明カニスルノガ目的デアル。歴史文典ハ勿論歴
史デアルガ、比較文法モヤハリ文法上ノ歴史ノ分裂ノ歴史ヲ明カニスルモノデアル。唯ソノ方
法ガチガツテヰルバカリデアル。カヤウナ歴史的変化ノ間ニタトヒ一定ノ法則ガ見出サレルニ
シテモソレハ直接ノ文法デハナク、文法ニ関係シタ言語史上ノ法則デアルト云ハネバナラナイ。
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サスレバ文法ハ言語構成上ノ法則ト考ヘテ少シモ差支ヘガナイト云フベキデアル。１.（15） 
 
    第二章  単語ト文 
前章ニ述ベタ通リアラユル言語ハ実際コレヲ用ヒル場合ニハ文トシテ用ヒラレルモノデアル。
而シテ文ハスベテ単語カラ成リ立ツモノデアル。コノ単語ト文トニツイテ考ヘル。 
単語トハ何カ。従来ノ日本ノ語学者ハ単語ト云フモノニツイテハツキリシタ定義ヲ下シテヰナ
カツタノデアル。明治以後ニナツテカラコレニ定義ヲ下シタモノガアルノデアルガ、岡沢鉦治
氏ノ日本文法原理ニ「語
コトバ
ハ文ニ表現セラルル思想ヲ構成スル単位トシテ声音ト文字ノ包合シタ
ル意義ノ最小ナルモノナリ。」トアル。然ラバ単語ヨリモツト小サイ意味ノ単位ハナイカト云フ
ト然ラズ。氏ハ即チ語ヲ更ニ意義上分解シウベキ場合ノアルコトヲ認メ、ソノ最小部分ヲ根
ネ
語
コトバ
ト名ヅケコレニ次ノヤウナ定義ヲ下シテヰル。「根語ハ文ニ表現セラレル思想ノ分析シエラルベ
キ最小ノ素子トシテ音声文字ト包合シタル意義ノ最小ナルモノナリ」。コレニヨルト語モ根語モ
ドチラモ言語トシテ意味ヲ有ツテヰル最小ノモノデアル。トコロガ根語ト云フノハ語ヲ分析シ
テ得タモノダカラ語ヨリモ更ニ小サイモノデアル。トコロガ語ハ文ニ現ハサルベキ思想ヲ構成
スル単位トシテイギヲ有ツテヰル最小ノモノデアルト云フノデアルガ、コレハヤハリ語ヲ分析
シテハジメテミトメラルベキモノデアリ、根語モサウデアル。シカラバドコマデ分析シタノガ
語デソレ以上分析シタノガ根語デアルカ、ソノ点ニ関シテ充分ナ説明ガナイノデアル。 
山田孝雄氏ノ日本文法論デハ New English Grammar ノ word ヲ参酌シテ、「単語トハ言語ニ於ケ
ルモハヤ分ツベカラザル究竟的ノ思想ノ単位ニシテ独立シテ何ラカノ思想ヲ（16） 
  １．例 梅の花 
代表スルモノナリ」トアリ更ニ「単語トハ一ツノ思想ノ単位ヲアラハスモノデアルガ、ソレハ
必ズ言語ト云フ形ニセイセラレタモノデナケレバナラヌ。思想デハ一ツノ単位デモ語トシテハ
群ツタモノナラ１．コレヲ単語トハ言ヒ得ナイ。ソレ故単語ハ思想上ノ単位ト言語上ノ単位トガ
一致シテヰル場合モシクハ思想ガ語ノ単位ニ制限セラレタ場合ニ限ル。又単語ハ文ノ成分デ直
接ニ文ノ組織ニ inf. 〈「影響」の意味〉ヲ与ヘルモノデアル。文ノ材料トシテ一個体ヲナシタ
モノデナケレバナラヌ云々ト説明シテヰル。尚又一方ニ於テ単語ノ構成要素タル語根及ビ接辞
ト区別シテ、語根ハ文ニ対シテ直接構成要素トナラズ単語ニナツテハジメテ文ノ要素トナルモ
ノデアル。故ニ実地ノ運用上ニソノ存在ヲミトメルコトノ出来ヌモノデアル。接辞ハ単語ニソ
ヘテソレヲ単語タラシメルモノデヤハリ文ノ構造ニ直接 inf. ハナイ云々ト云ツテヰル。上ノ
単語ノ定義ハドチラカト云ヘバ岡沢氏ノ所謂語ノ定義ヨリモ根語ノ定義ニ近イモノデアル。唯
ココニハ独立シテ何ラカノ思想ヲアラハスト云ツタコトガ加ツテヰル。而シテ又説明ノ中ニハ
直接ニ文ノ構成ニ inf. ヲ及ボスト云フコトモアゲテ語根ヤ接辞ト区別シテヰルノデアル。シ
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カシ独立スルトハイカナルコトカト云フコトニツイテハ何ラノ説明ガナイノデアル。以上ノ説
ハ何レモ単語ヲコトバニアラハセル最小又ハ究極ノ思想ノ単位ダト云フコトニ於テ一致シテヰ
ル。シカシ実際出来ルダケ小サクワケレバ語根ヤ接辞ガ（17） 
  １．prefix ト suffix 
出テクルカラドコマデワケルカガ問題デアル。ソコデ山田氏ハ独立スルコトト、直接ノ文ノ成
分トナルコトト云フ二点ヲアゲテ区別セントシテヰルノデアル。シカラバ独立スルトハ如何。
モシ思想ノ方面カラミテ独立スルトスルナラ、てにをはノ方ノ を、が、ばかりナドガ独立ス
ルカ否カ疑ハシイ。又文ノ成分トナルト云フノハ主語トカ述語トカニナルコトヲ云フノデアラ
ウガ、助詞ノ類ハ決シテソレダケデ文ノ成分トハナラナイノデ常ニ他ノ語ニ加ツテハジメテ文
ノ成分トナルノデアル。ダカラコレラノ定義モ未ダ充分デナイト云ハネバナラナイ。 
ソコデ西洋語ニ関スル説ヲウカガツテミルト日本語ノ単語ニ当タルベキword
英
、Wort
独
、mot
佛
ノ定義
ヲミルト Sweet ノ New English Grammar ヲミルニ「word ハ究極ノ独立シタ意味ノ単位デアル」
ト定義シテヨイトノベテヰル。尤モ Sweet ハ文モ独立シタイミノ単位デアルト認メテヰルガ、
モツト小サイ単位ニ分解デキルトテ
マ マ
文ト単位ヲトイテヰルノデアル。又「word ハ一ツノ文ノ中
ドコニデモデテキテ、ソノ意味ト文法トノユルス限リ他ノ語トドンナ結合モデキル」トノベテ
ヰル。一方「複合詞ハイミカラモ形カラモ二ツノ部分カラ成ツテヰルガ互ヒニハナシエズ、又
ハジメノ方ガ形ヲカヘラレヌ、又一方ニダケアクセントガアル。即チ文ノ中ニアル語カラ、形
式上孤立シテヰル。ソノ点デ語ト区別セラレル」トノベテヰル。接辞（affix）１．ノ類ハ「究極
ノ意味ノ単位デアルガ決シテ単独ニ（18） 
  １．the トカ is ノ如シ  ２．音韻法則ナルモノアルカ（1900）  ３．satz ニ非ズ 
アラハレルコトナク、又何レノ語トモ結合スルノデナク、アル限ラレタコトバトダケ結合スル
ノデアルトノベテヰル。カヤウニ究極ノイミノ単位デモ単語デナイト同時ニ、単語ノ中デ形ハ
独立シテヰルガ意味カラハ独立シテヰナイ所謂形式語（Form-word）１．ノアルコトヲ認メテヰル
ノデアツテ結局最初ニアゲタ究極ノイミノ単位ト云フ定義ハ必ズシモアラユル場合ニアテハマ
ラヌト云フコトヲ暗示シテヰルノデアル。Sweet ガ意味ノ方ヲ主トシタ単語ノ定義ヲ形ノ方カ
ラノ観察ニヨツテ補ツテヰルコトハ注意スベキコトデアル。実際言語ト云フモノハ音ニ意味ガ
ムスビツイタモノデアル。単語ハドンナモノカヲ調ベルニツイテハ勿論意味ノ方カラ考ヘテミ
ナケレバナラヌガ、一方音ノ方ニ於テドウ云フ特徴ヲ有ツテヰルカヲ考ヘテミナケレバナラヌ。
日本ノ学者ハ思想ノ方面カラバカリ考ヘテ音ノ方面ヲ閑却シテヰタノハ当ヲ得ナイモノト云ハ
ネバナラナイ。音ノ方面カラ単語ヲ考ヘルトドウナルカ、コレニモヤハリ西洋ノ学者ノ説ヲ参
考ニスル。 
ドイツノ Wechssler ノ Giebt es Lautgesete? ２．ニハ「単語ト云フモノハ一ツノイミノ符号デ
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アツテ、音セイト云フ点カラミルト一ツノ統一体ヲナシタ音ノ複合デアツテ、単独デカ、然ラ
ズンバソレガ幾ツカ集マツテ一ツノ新シイ音声上ノ統一体ノ一部分トシテ、文（Äusserung）３．
ヲ構成セラレルタメニ用ヒラレルモノデアル。」云々トアル。而シテコレニハ次ノ如キ解説ガツ
イテヰル。即チ「カヤウニシテ（19） 
  １．絶対的ニ同一ノモノハ二ツナイカラ   ２．gegliederte Rede   ３．Breath-group 
語ト文トノ間ニハ、根本的ナ差ガアルノデアル。即チ語ノミガ、シツカリシタ動カナイ音ノ統
一体ヲ形造ツテヰルノデアツテ、ソノ統一体ハイツモ本質的ニ一様ニ、１．イツデモアラタニ再
生セシメラレルノデアル。トコロガ文ノ方ハソレ自身トシテハイツモ色々変ツタ形ヲモツテツ
クラレル（尤モ多クノ場合ハイクツモ繰リ返サレル型ニヨルノデハアルガ）。単語ハイツモシツ
カリシタ成分トシテ記憶ニ残ツテヰルモノデアル。文ノ方ハソノ場限リデズツト後マデ持続ス
ルコトノナイノガ常デアル。」云々ト説イテヰル。又「語ハシカシ文ノ中ヘ入ツテ形ヲカヘルコ
トガアル。シカシソレハ音声学者ニトツテハサウデアツテモ話シテヰル者等ニハ変化シテヰナ
イノデアル。記憶表象トシテハ全然同ジモノデアル。モシ然ラズトスルナラバ各々ノ単語ハ多
クノ音声ノ上ノ変形ニワカレ、ソノ音ノ形ノ忠実ナ再生ハ不可能ニナリ、相互ノ間ノ関係ハ全
ク絶エテシマフデアラウ。ソレデハ言葉ヲ使フ云フコトハ全ク休シテシマフ。カヤウナ場合ニ
ハ実際的要求ガ働イテコレヲ調整スル。結局吾人ハ Äusserung ヲ話スノデアル。トコロガ何ヲ
以テハナスカ（即チ言語ノ材料ハ何カ）ト云フトソレハ単語デアル」云々ト云ツテヰル。結局
彼ノ考ヘデハ単語ハ不変ノ形ヲ有ツモノト考ヘテヰルノデアル。 
更ニ Delbrück ノ「インドゲルマン語族ノ比較文章法」ノ中ニ「Satz ハ形ノ上カラ見ルト二ツ
ノ Pause（音休止）ノ間ニハサマツタモノデアル。積極的ニ云フト分節セラレタRede
コ ト バ
 ２．カラ成
リ立ツ息ノ段落３．デアル。而シテソレガ或ル長サニ達スルト高低（20） 
  １．amaze ト a maze、in sight ト incite、a sister ト assist her 
強弱ノアクセントノ交錯 (Wechsel) ガ生ズルモノデアル。カカル文ノ中カラモツト小サイ単位
即チ単語ヲ見出スノハ練習ヲツマヌ人々ニハ容易ナコトデナイ。而シテ先ヅ最初ニアラハレテ
クル単位（統一体）ハ文デアツテソノ中デ分析ト比較ノ作業ニヨツテ単語及ビ語群ガ区別セラ
レルノダト云フ見方ヲトルノガ正シイノダ。」云々ト述ベテヰル。 
Jespersen ノ Philosophy of Grammar ニ「語ハ単純ニ音ノ方カラバカリミテモワケルコトガ出
来ナイ。１．又純粋ニ意味即チ思想ト云フ点カラバカリミテモ不明瞭デアル」トシ、コレヲ定メ
ルノハ文法上 syntax カラノ標準ニヨラネバナラヌト主張シテヰル。 
以上挙ゲタ西洋ノ学者ノ説ニハ色々アルガ大体次ノヤウナコトガ認メラレテヰルト考ヘラレル。
即チ単語ハイカナル文ニ用ヒラレルニシテモ何時モ一定ノ形（音ノ方カラミテデアリ又実際的
ニミテデアル）ヲモツモノデアル。又単語ハ文ヲ分析シ比較シテ認メラレルモノデアルト云フ
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コトデアル。 
今斯様ナ見方カラシテ実際アラハレルコトバ即チ文カラ発シテ考ヘテミルト文ニハソノ形ガ
色々アツテ長短様々デアルガシカシイカナル文ニモソノ前ト後トニ音ノ切レ目ガアル。コレガ
外形カラミタ文ノ特徴デアルト云ツテヨイ。シカラバ文ノ中途ニハ切レ目ガナイカト云フト必
ズシモ然ラズ。唯イツモ切レルト云フノデモナイノデアルシ又キツトドコデキルト云フキマリ
モアルワケデハ（21） 
  １．例ヘバ 雨が 降つて 来た 
  ２．うま、きのふ、山桜、あなたがた、とぶ、とび込む、 
    山は、山の、山さへも、思へば、思はない、思つた、山でせう 
ナイガ切ツテヨイトコロガアルノデアル。而シテ文中デ音ノ切レル場合ニハ特別ナ場合デナイ
限リソノ音ノ切レタトコロデ前ノ意味ガ終リ、切レ目ノ次カラ別ナイミガ始マルノデアル。ツ
マリ音ノ切レ目ガ意味ノ切レ目デアル。カヤウナ切レ目ハ実際ノ言葉デハイツモソコデ切ツテ
発音スルノデハナク、ツヅケテ発音スル場合モ多イガ、シカシ切ツテ発音シテモ全体ノ意味ヲ
ソコナハヌノデアル。上ノ如クニシテ一切ノ文ハコレヲ出来ルダケ短ク切ツテコレヲ発音スル
ト、ソノ一区切リニハ音トシテキマツタ形ガアリ、又意味トシテモキマツタ意味ガ伴ツテヰル
ノデアル。ツマリサヤウナ文ハカカル区切リノイクツカカラ成リ立ツテヰルノデアル。１．而シ
テカヨウナ区切リヲアラユル文ニツイテ探シテミルト、一ツノ文ニ於ケル一ツノ区切リガ他ノ
文ニ於テモ又ソレト同ジ音ノ形ハ同ジ意味ヲ以テソノ一区切リトナツテヰルコトヲ見出スノデ
アル。カヤウナ一区切リハイツモ一定ノ形ヲモチ一定ノ意味ヲモツテ色々ノ文ニ於テソノ文ノ
一区切リトシテ現レテクルモノデアル。２．コレハ西洋ノ学者ガ単語ニ就イテ言ツテヰルコトト
一致シテヰル。コレラノモノハミナ決ツタ意味ヲモツガソノ形（音）カラミルト、次ノヤウナ
特徴ヲ有ツ。 
第一、或ル決ツタ単音カラ成ル音節ガ一定ノ順序ニ並ビ、イツモツヅケテ発音セラレル。 
第二、実際ノコトバニ於テソノ前後ニ切レ目ヲオクコトガ（22） 
  １．〈本文中に記号なし〉-a me ŋa a ガ eニ変レバ質ノ変更、aガ a:ニ変レバ量ノ変更 
  ２．ハジメノが音ハ gデアツテ ŋデハナイト云フ如キ制限ガソレデアル。 
  ３．実際ノ語ニ於テ区切リ得ル最小ノモノ。神保格氏ハ句、松下大三郎氏ハ念詞（後ニ詞）ト云フ。 
出来ル。 
第三、音節相互ノ間ノ音ノ高低（アクセント）ガ決ツテヰル。 
第四、ソノ一区切リノ最初ニ来ル音、最後ニ来ル音。中ニ来ル音ト云フ風ニ、ソノ位置ニヨツ
テソレニ用ヒラレル音ニアル制限ガアルコトガアル。２．上ノヤウナ一区切リハ実際ノ文ヲ分解
シテ得タ最小ノ単位デ文ハソノ音ノ上カラ云ツテモ亦意味ノ上カラ云ツテモスベテカヤウナモ
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ノカラ直接ニ構成セラレテヰルノデアルカラコレラハ文構成ノ要素デアルト云ヒ得ルノデアル。
今之ヲ仮リニ文節ト名ヅケテ置キ度イト思フ。３． 
若シコノ文節ガ即チ単語デアルトキメルコトガ出来ルナラバ単語ハ比較的ハツキリキメルコト
ガ出来ルノデアル。トコロガコレマデノ日本ノ文法学者ガ単語トシテ取扱ツテヰルモノハ或ル
モノハコレト一致スルガ或ルモノハコレト一致セヌ。例ヘバ 山、川、飛ぶ、思ふナドハ文節
デアリ同時ニ単語トミトメラレル。トコロガ 山を、思へば、思つてナドハ普通ハ二ツノ単語
カラ成ルト考ヘラレ、山さへも、思つたからナドハ三ツノ単語カラ成ルト考ヘラレテヰル。逆
ニ考ヘルト一ツノ単語デ一文節ヲナスモノモアリ、又イクツカノ単語デ一ツノ文節ヲナシテヰ
ルワケニナツテヰルノモアル。ソレ故文節即単語デアルトハ云ヘナイ。一ツノ文節ガ二ツ以上
ノ単語カラ出来テヰルト認メラレルモノニツイテミルトコレラハ一ツノ文節ガ夫々（23） 
  １．山を ノ山、山さへも ノ山   ２．山でせう ノ でトせう。   ３．ぱん paN  ぱんも pammo 
イミヲ有ツテヰルイクツカノ部分ニワケルコトノ出来ルモノデアル。ソノ中ノ一ツハソレダケ
デ一ツノ文節ヲツクルコトノ出来ルモノデアルガ１．ソレ以外ノモノハソレダケデ一ツノ文節ヲ
バ成シ得ズイツモ他ノモノト伴ツテ、ハジメテ一ツノ文節ヲ成シ得ルモノデアル。２．コレヲ音
ノ方カラミルトソレダケデ一ツノ文節ヲ成シ得ルモノハ実際ノコトバニ於テソノ前ニモ後ニモ
切レ目ヲオイテ発音スルコトノ出来ルモノデアリ、ソノ場合ニアクセントノ関係モハジメカ中
カヲハリニ来ル音ノキマリモ一ツノ文節ノ場合ト全ク同ジコトデアル。 
トコロガ他ノモノニ伴ツテノミ文節ヲナスモノハ実際ノ言語ニ於テハソノアトニハ切レ目ヲオ
クコトガ出来ルガ前ノ方ニハ切レ目ヲオイテ発音スルコトガナイモノデアル。即チイツデモヒ
トツヅキニ発音セラレル音ノ一部分ニナツテヰルモノデアル。従ツテソノハジメノ音モ文節ノ
ハジメニ来ル音ニミルヤウナ音ノ制限ガナクテ、ムシロ文節ノ中ニ来ル音ト同ジキマリニ従ツ
テヰルノデアル。又 accent モソレダケデ一文節ヲナシ得ベキモノトハチガツテ他ノモノト併セ
テ一ツノ決ツタ型ヲナシテヰルノデアル。而シテ単独デ一文節ヲナス単語ニ独立デキヌモノノ
ツク場合ニハ単独デ一文節ヲナシウルモノマデモ、コレラノモノト、ヒトツヅキニ発音セラレ
ルタメニソノ最後ノ音ハコトバノ最後ノ音トシテハトリアツカハレナイノデ、最後ノ音トシテ
ノキマリニ従ハナクナル。３．ソシテ accent モカカルモノニ（24）加ヘタモノノ全体トシテ一ツ
ノキマツタ型ヲツクルノデアル。 
前ニ単語ノ定義ニツキ諸家ノ説ヲ述ベタノデアルガ、ソレニハ多クハ単語ヲ独立シタモノトミ
テヰルノデアル。ソノ独立スルト云フ意味ハドンナイミカヲ考ヘテミルト、ソレヲモシ単ニ思
想ノ上ダケノコトトシテ考ヘルト、甚ダ曖昧ナモノトナル。ケレドモ若シソレヲ意味ダケノコ
トデハナクテ、音ノ上ダケカラ考ヘテソノ前後ニ切レ目ヲオイテ発音シウルモノトミルナラバ
文節ハスベテミナ独立シタモノト云ヒウルノデアル。シカラバ単語デハドウカト云フトソノ中
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一ツデ一ツノ文節ヲツクリウルモノハ独立シタモノト言ヒエラレルノデアル。トコロガイツデ
モ他ノモノニ付属スルモノハ独立セヌモノト云ハネバナラナイ。而シテ単独デ一文節ヲナシウ
ルコトバハ実際単独デ一文節ヲナシタ場合ハ完全ニ独立シタト云ヘルガ他ノモノト伴ツテコレ
ト共ニ一文節ヲナシタ場合ニハ独立シテヰナイト云ハネバナラナイノデアル。カヤウニシテ所
謂単語ト云ハレテヰルモノノ中ニハ独立シウベキモノト然ラザルモノトガアルコトガワカルノ
デアル。トコロガ単語ト云ハレテヰルモノ自身ガマタ幾ツカノ独立セヌ部分カラ出来上ツテヰ
ルモノガアル。例ヘバ山道
やまみち
、川幅
かははば
、やまどり、たすけぶね、さかだる、あまがさノ如キガソレ
デコレラノ各部ハ各々意味ヲ有チ、ソシテソレニ伴フ一定ノ音ノ形ヲ有ツテヰルノデアル。カ
ヤウナモノハ独立シテ用ヒル言葉ト意味ノ上ニ於テ同ジデアリ音ノ形ニ於テモ全ク同ジデ（25） 
  １．アクセントガ変ル 
アルカ或ハ非常ニ似テヰルノデアル。シカシカカルモノガ合シテ一ツニナツタ以上ハ全体トシ
テ決ツタ形ト決ツタ意味トヲ有ツテヰルノデ、ソノ各部分ニ当ルトコロハ決シテ独立ニ用ヒラ
レルコトハナイノデアル。ソノ各部分ガ独立セヨト云フコトハ明カニ音声ノ上ニ現レテヰルモ
ノガ多イノデアル。１．カヤウニシテカカルモノ全体ガ一ツノ文節ニナルコトモ出来ルノデアリ
又ソノ他ノ単語ト共ニ一ツノ文節トナルコトモ出来ルノデアル。ソレハ丁度、幾ツカノ部分ニ
分解スルコトノ出来ナイ単語ト同ジコトデアル。次ニ単語ト云ハレテヰルモノノ中ニ接頭辞、
接尾辞ノツイタモノガアル。例ヘバ おてら、ごびやうき、わたくしども、ぼくたち、あなた
がたガソレデアル。カカル接頭辞ヤ接尾辞ハ音ノ上カラ独立セヌコトハ云フマデモナイ。コレ
ラノモノガツク単語ハソレダケデ一ツノ文節ヲナスコトガアツテモコレラノモノガツイタ以上
ハ独立セヌノデ、イツモコレト一ツヅキニ発音セラレ、ソノアクセントモ一ツヅキノモノトシ
テ一定シテヰルノデアル。ソシテソノ単語ガ単独ニ用ヒラレル場合トカカルモノヲツケタ場合
トデアクセントノ変ル場合ガ多イノデアル。要スルニカヤウナ場合ニ於テモヤハリ独立シテ用
ヒウル単語ガ独立ヲ失ツタモノト云ツテヨイノデアル。 
以上考察シタコトヲ要スルニ独立スルト云フコトヲ或ル一定ノ思想ヲアラハシテヰル実際ノ言
語ニ於テイツモ一ツヅキニ発音セラレ、ソノ上ソノ前後ニ切レ目ヲオイテ発音シウルト云フイ
ミニ解スルナラバイツモ独立（26） 
  1． 娘 娘を かははば おてら わたしたち 
 
スルモノハ文節ニ限ルノデアル。単語ト云ハレテヰルモノハイツモコノ文節ノ中ニアルノデ、
アルモノハソレダケデ文節ヲツクリウルモノ。即チ独立スルモノデアルガ、或ルモノハ常ニ他
ノモノニ伴ツテコレト共ニ文節ヲツクルモノデアリ、即チ独立セヌモノデアル。 
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トコロガ単独デ独立スル単語ガ又イクツカノ独立セヌ部分カラ成リ立ツテヰルモノガアルノデ
アル。シカラバ単語ノ中ノ独立セヌ部分ト、独立シナイ単語トノ区別ハドウシテスベキデアラ
ウカ。１．コノ区別ハ形ノ上カラシテハ出来ナイノデアル。 
（一）、娘ざかり       複合語  
（二）、娘ども、 娘たち   単語＋接尾辞  
（三）、娘が   娘を    詞＋辞 
コレラノ例ニ於テ、第三ノ場合ノアクセントハ娘ヲ単独デ文節ニ用ヒル場合ト同ジデアル。ト
コロガ第一ト第二ノ場合ニハ単独ニ用ヒル場合トアクセントガチガフノデアル。カクアクセン
トノ上カラシテ第三ノ場合ハイクラカ独立シタモノノヤウニミエ、ソレニツイテコレニツイテ
ヰル が、をハイクラカ浮遊スル。コノ点デ第一ト第二ノ場合ト違フト考ヘルコトモ出来ルノ
デアル。シカシ乍ラ第三ト同ジ種類ニ属スル 娘には、娘からはナドノ場合ニ於テハアクセン
トハ第二ノ場合ト同ジデアル。ソレ故形ノ上カラシテ単独ニ文節トナツタ場合ト然ラザル場合
トヲ区別シテミヨウガナイノデアル。カクシテ形ノ上カラ区別スルコトハ出来ヌノデアル。シ
カシ が、を、（27）には、からナドガ伴フ場合ニハ、ソノツキ方モ遊離シテヰルヤウニ感ゼラ
レルルノハ事実デアル。ソレハ何故カト云フト伴フコトバノツキカタニ広狭ガアルカラデアル。
第一ノヤウナ結合ニハヨホド制限ガアリ、従来用ヒキタ例ノ他ハ容易ニコレヲ結合サセルコト
ハ出来ナイノデアル。第二ノ結合モ、唯一、二ニ限ラレテヰルノデハナイガシカシドンナコト
バニデモツケラレルノデハナイ。従ツテ一般的ナ形式トシテデナク、一ツ一ツニツイテ覚エテ
オク他ハナイノデアル。トコロガ第三ノ場合ノ が、をナドハドンナ種類ノ語ニモツクコトガ
出来ルノデアル。勿論アラユル種類ノ語ニツクワケデハナイガ先ヅ一般ニカウ考ヘテヨイノデ
アル。吾人ハカカル語ノ結合ヲ一々ノ場合ニツイテ覚エテオク必要ガナク、型トシテ覚エテオ
イテ自由ニ応用スルコトガ出来ルノデアル。カヤウナ差異ガアルノデアル。結合スル範囲ガセ
マク特殊ノ場合ニ限ラレテヰルモノハ自然ニ結合ガカタクナリ然ラザルモノハ自ラ結合ガユル
クナルノデアル。コノ結合ノユルイモノヲ各々別々ノコトバトシ、結合ノカタイモノハ別々ノ
単語トセズ全体ヲ一ツノ単語トシソノ単語ガイクツカノ部分カラ出来上ツテヰルノデアルトス
ルノデアル。カヤウニ解スルト独立セヌモノノ中デ、単語ト認メルモノトミトメヌモノトヲ一
通リ区別スルコトガ出来ルノデアル。（28） 
  １．娘ざかり を、 娘ども が、 娘さん に  ２．娘が ―― 
シカシ乍ラコレデ以テ問題ノ全部ガツクサレタノデハナイ。第二ノ種類ニ属スルモノハ多クハ
限ラレタコトバト結合スルモノデハアルガ、例ヘバ、敬語ニ用ヒル さんノゴトキハ随分色々
ナモノニツクノデアル。カヤウノモノニナルト第三ノモノト区別スルコトガ出来ナイノデアル。
ソコデ尚一ツ別ノ標準ヲ有ツテキテワケナケレバナラヌノデアル。第一、第二ノモノハ二ツモ
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シクハ二ツ以上ノ部分カラ成リ立ツテヰルガ、已ニカカル部分ガ結合シテ成リ立ツタ以上ハソ
レ自ラデ一ツノ文節ヲツクリウル単語ト全ク同ジヤウニ用ヒラレテマタ第三ノヤウナ結合ヲア
ラタニツクリウルノデアル。１．トコロガ第三ノヤウナモノハソノ出来上ツタモノノ、イツモ他
ノ単語ト同ジヤウニ用ヒラレルコトガナイノデアル。２．コレガ第一第二ノ如キ結合ヲ全体デ一
ツノ単語トシ、第三ノ如キ結合ヲ各々別々ナ単語トシテ区別スル他ノ理由デアル。トコロガカ
ヤウニ実際ノコトバニ於テ独立シテ用ヒラレヌモノノウチ 第一 ソノ結合ガ自由デアツテド
ンナコトバニモツクモノ、第二 ソノ結合シタモノガ他ノ単語ト同等ニ用ヒラレナイモノ、ナ
ル二ツノ標準ニヨツテ単語ナリヤ否ヤヲ決メルトスレバ助動詞ノヤウナモノハソノ大部分ハ他
ノ語ト結合シテヤハリ動詞ノ如キモノヲツクルカラ第一ノ標準ニハアフガ第二ノ標準ニハアハ
ナイ。ソレ故コレヲ単語トミトメルコトガ出来ナイノデアル。現ニ山田氏ノ如キハ単語トミト
メテヰズ用言ノ複語尾ト（29）ヨンデヰル。コレハカナリ徹底シタ考ヘ方デアル。シカシ乍ラ
現今普通ノ考エ方デハコレモ単語トミトメテヰル。モシコレヲ単語トスルナラバ第二ノ標準ヲ
撤回セネバナラヌ。サウスルト少クトモ接尾辞ノ或ルモノハ単語ト認メネバナラナクナル。カ
ヤウニ考ヘテクルト今普通ニ単語ト認メラレテヰルヤウナモノノ全体ニ当テハマルヤウナ標準
ハ確立シガタイ。ソレハ結局ハ前ニアゲタヤウナ色々ナ種類ノ結合ニハソノ間ニ本質的ナ差ガ
ナクテ、程度ノ差ガアルバカリダカラデアル。ソレ故第一ノ標準ダケヲミトメテ助動詞ヲ単語
トミトメ接尾辞ノ或ルモノモ単語トミトメルカ、モシクハ第二ノ標準ヲモ併セ採ツテ助動詞ヲ
単語トミトメナイカノ二ツノ道シカナイ。シカシ理論ノ上カラ云ヘバ文節ヲ単位トシ文節ヲ構
成スルモノガスベテコレヲ同ジヤウナ性質ノモノトシテソノ中デ多少結合ノユルイモノトツヨ
イモノトヲ区別スル方ガ簡単デアリ、又明瞭デアル。現ニ松下氏ノ標準日本文典ノ中ニハ普通
云フ単語ノ如キモノヲ認メズ念詞（或ハ単ニ詞）ト云フヤウナモノヲ以テシテヰルガコレハ実
質ニ於テハ文節ニ当ル。シカシ松下氏ハ観念ヲアラハスモノヲ念詞ト云フトシテヰルガコレハ
純粋思想ノ方カラノミ定メテヰルノデアルカラ曖昧ナルヲ免レヌ。音ノ方カラモ考察シナケレ
バソノ性質ヲ示ス、他ノモノト明瞭ニ区別スルコトガ出来ナイノデアル。（30） 
以上述ベタ如ク文節ハ比較的確カニ又容易ニ見出シウルモノダカラコレモ単語トヨブナラソノ
定義ハハツキリスルガサウスルト従来ノ慣習トハナレスギルノデソコデ便宜上、単独デ一ツノ
文節ヲナシウルモノヲ単語トヨビ、尚ソノ他ニイツデモカヤウナ単語ト共ニ文節ヲナスモノノ
中デ、ソノ結合ガ自由デアツテドンナ単語ニモツキウルモノヲモ単語ト云フコトニスレバ文節
ハ常ニ一ツ又ハ二ツ以上ノ単語カラ構成セラレルコトニナリ単語ハ文節構造上ノ一単位トナル。
アラユル文ハ文節カラ構成セラレアラユル文節ハ単語カラ構成セラレルノデアルカラ単語ハ間
接ニ文構成ノ要素トナルノデアル。而シテカカル単語ガ二ツ以上結合シテ文節ヲ造ル場合ニハ
ソノ結合ガ比較的自由デアツテ規則又ハ法式デ律スルコトノ出来ルコトハ、文節ト文節ト結合
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シテ文ヲ構成スル場合トホボ同様デアル。而シテ単独デ文節ヲツクリウル単語ニハ二ツ以上ノ
部分カラ成リ立ツテヰルモノガアルガ、ソノ結合ハアマリ自由デハナイケレドモソノ結合法ノ
色々ノ種類ハ単語ノ構成法トシテ別ニ論ジテヨイノデアル。カヤウナ取扱方ガ充分学問的デハ
ナク、又不徹底ナトコロモナイデハナイガ便宜上許シテオイテヨイモノト思ハレル。次ニ引ツ
ヅイテ文ニツイテ考察シタイ。（31） 
  １． 、ト 。 句逗トモカク。  
  ２．人称ヲ区別スル語尾（personal ending）ノアル verb、infinite verb ニ対スル 
  ３．participle ヤ gerund ヤ infinite verb 
文トハ西洋語ノ Sentence 或ハ Satz ノ訳語トシテ用ヒラレタモノデ、勿論西洋ノ文典カラ導カ
レタ考ヘデアル。日本語デハ句読１．ト云フ語ニ当ルノデアル。西洋ノコトバデ文ト云フノハ主
語ト述語トノアルモノヲ云フノデアツテ、古クハ finite verb２．ヲ有ツテヰルモノヲ文ト考ヘ
タノデアル。モシサウトスルナラバ英語ノ Clause モドイツ語ノ Nebensatz モ亦文ト云ツテヨイ
ワケデアル。シカシカヤウナモノハソレ自ラトシテハ一ツノ文デアルガ亦他ノ文ノ一部分ヲナ
シテヰルモノデアルカラコレヲ特別ナモノトシテ扱フノデアル。 
シカラバ何故主語ト述語ガ要ルカト云フト西洋ノ語デハ主語ト述語トイツデモ伴ツテハジメテ
叙述シ、断定シ完結スルノデアル。若シ主語ヲ伴ハナイデ動詞ダケ単独ニアラハレルヤウナ場
合ニハ３．何々スルトコロノト云フヤウナ意味ニナツテ断言シ完結スルト云フヤウナコトハナイ
ノデアル。古代ニ於ケル finite verb モ同様デアル。他ノ品詞ニ於テハカヤウナ力ヲ有ツテイ
ナイ。コノ動詞ノ断定シ完結スル力ガ文ノ要素ニナツテヰルノデアル。ソレ故ニカカルモノヲ
文ト云フノデアル。トコロガ実際ノコトバヲミルト、カヤウナ動詞ノナイモノガアル。例ヘバ
感動詞ダケヲ用ヒタリ、呼ビカケノ語ダケヲ用ヒタリシタモノガソレデアル。カカルモノハ上
ニアゲタ文ノ定義ニハ合ハナイ。サウダトスルト実際ノコトバニハ文デアルモノト文デナイモ
ノトガアルコトニナル。ソコデ前世紀ノ後期ニ西洋デ言語ノ心理的研究ガサカンニナルニ従ヒ、
（32） 
  1．Sprechtätigkeit 話シヲスル活動   2．Apperception(統覚)ニヨリ統一セラレタモノ。 
文ノ定義ガ次第ニ改メラレテキタ。 
H.Paul：Prinzipien der Sprachgeschichte ニハ文ヲ次ノ如ク定義シテヰル 
文トハ多クノ観念又ハ観念群ノ結合ガ話手ノ心ノ中デ行ハレタコトヲ言語デアラハシタモ
ノ、即チソノ符号デアル。且ツ同ジ観念ノ同ジ結合ヲ聞キ手ノ心ノ中ニ生ゼシメルタメノ
手段デアル。 
コノ定義ニヨツテ Paul ハカカル文ヲモ包括サセルコトガ出来ルト主張シテヰルノデアル。 
Ich ein Lügner?   オレガ嘘ツキダツテ？ 
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Ich dir danken?   オマヘヲ有難イト思ツテ？ 
Träume Schäume.  水ノ泡ダ。 
コレラモ文デアルト云ヒウルト云フノデアル。而シテ Paul ハ実際ノハナシ１．ハ皆文トシテ行
ハレルモノデアルト云ツテヰル。Paul ハ Herbert ノ Psy〈心理学ノ略〉ニヨツタノデ観念ノ結
合ト云フコトヲ云ツテヰル。Wundt：Völkerpsychologie ニ於テハ彼ハ観念ノ結合ニ反対シ、已
ニ意識ノ中ニ存スル全キモノヲ部分ニ分解スルノデアルトシテ大体次ノ如ク文ヲ解説シタ。 
文トハGesamtvorstellung
全 表 象
 ２．ヲ意志ヲ以テ互ヒニ論理的関係ニ立ツ成分ニgliedern
分節
シテ、
コレヲ言語ニアラハシタモノデアル。 
トコロガ実際一ツノコトバカラ成リ立ツテヰルモノガアツテ文節セラレヌモノガアル。例ヘバ
感動詞トカ、yes、no ト云フヤウナモノ、ヨビカケノ如キモノナドデアル。（33） 
  １．「現代ノ独逸語」   ２．Nein、Ja ノ如キモノ   3．主語ト述語ノアルモノ。 
シカシソレラモ意味カラ云ヘバ一ツノ文デアツテ、コレヲ Satzequivalent(文ト同価値ノモノ)
ト名ヅケル。又 
  Hier ein Feuer. 
ノ如ク全表象ノ一部分ダケシカコトバニアラハサレテヰナイモノモアル。カヤウナモノハ普通
ノ場合ノ文トハ異リ、一々ノ表象(全表象中ノ)ノ全部或ハ一部分ガ明瞭ニコトバノ観念トシテ
ハアラハレテコナイモノデアル。唯事物ノ観念ダケガ意識ニアルノデアル云々ト説イテヰル。
コノ Wundt ノ定義ハ話シ手ノ側カラノミ観タノデ聴キ手ノ側カラノ観察ガ欠ケテヰルト云フ点
デ非難サレタ。又文ノ範囲ガ狭スギルト云フ点カラ非難シタ者モアル。 
ソコデ Wundt ノ説ヲ補ツテ Sütterlin ハ１．「話シ手及ビ聴キ手ニ一ツノマトマツタ、全イモノ
トシテアラハレル表象２．又ハ表象群、３．アルヒハ二ツノ表象アルヒハ表象群ノ結合ヲ言ヒアラ
ハシタモノデアツテ、分節セラレタ音ニヨツテアラハレルモノデアル。」云々ト述ベテヰル。カ
クテ文ト云フモノノ意義ハ古クカラノモノヨリモ広クナツタ。結局アラユルコトバハスベテ文
デアルト云フコトニナツタノデアル。カヤウニ文ノ意味ガヒロマリ、古イイミノ文トハチガツ
テ来タノデアツテ、コノ新シイイミノ文ヲ他ノコトバデ呼バウトスル者モ出テキタ。ソシテ生
レタノガ Äusserung デアル。以上アゲタ Paul 以下ノ文ノアタラシイ定義ハ何レモ意味ノ上カラ
観察シタモノデアル。シカラバ文ヲ形(音)ノ方カラ（34）ミタモノハナイカト云フト Wechssler
ノ如キ人ガアル。即チ語ハイツモ定ツタ形ヲモツガ文ハ常ニ新シク変化シタ形ヲモツト云ツテ
ヰルノデアル。Delbrück ハ文ハ二ツノ音ノ Pause ニハサマレタモノデアルト云ツテヰル。
Sievers：Phonetik 中ニ「単語ガ集ツテ文ヲナス場合ニハソノ語ガ別々ニ発音セラレル場合ト
ハコトナリ、音ノツヨサ、高サ、長サ又コエノ性質ニ或ル段階ガ出来、コレニヨツテ音声上ノ
統一ガ生ジテ全体ガ結合シテ完全ナマガヒナキ文ニナル」ト云ツテヰル。山田氏ハ文ト句トヲ
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区別シタ。ソシテ句ヲ以テ文ヲ作ル要素ナリトシ、単文ハ句一ツデ出来タ文デアル、複文ハ二
句以上カラ出来タ文デアルトシテヰル。ソシテ所謂 Satz ニ当ルモノハ文デナクテ句デアルトス
ル。而シテ句ニハ述体ノ句ト喚体ノ句トノ二種類ガアルトシ述体ノ句ニハ主語ト述語ガ要ルガ
喚体ノ句デハ唯一ツノ語デヨイトシタ。ソシテ思想ノ言語ニヨルアラハレヲ文ト云フト定義シ
タノデアル。統覚作用ニヨツテ結合セラレタ思想ガ言語ト云フ形デアラハサレタモノガ即チ文
デアルト説明シテヰル。句ニツイテハ一ツノ統覚作用ニヨツテ組織セラレタ言語ノ発表デアル
ト定義シテヰル。松下氏ハ文ニ当ルモノヲ断句トナヅケ、断句ハ説話(utterance)ノ単位デアツ
テ、独立シタ断定ヲアラハス（35）トコロノ、言語ノ一ツヅキデアルト説キ、断定ニハ思惟性
ノ断定ト直観的断定トガアルトシテ、感動詞ヤヨビカケノ類ハ直観的断定ヲアラハスモノデア
ルト考ヘタ。但シ氏ハ断句ノ中ニ単断句ト連断句トノ二ツヲ認メタ。春日野は今日はな焼きそ 
若草の妻もこもれり吾もこもれりノ如キモ一ツノ断句トシタ。ソシテ連断句デアルトシタ。以
上挙ゲタ各々ノ説ニ於テ文ハ何レモ主トシテ思想ノ方面カラ考ヘラレ、文ノアラハス思想ハ完
全ナ、マトマツタ、完結シタモノトシテヰルノデアル。ソシテ主語ト述語トノ具ツテヰルコト
ヲ以テ文ノ欠クベカラザル条件トスルノハ、コレヲ以テ完結シタ思想ノシルシト認メテヰルノ
デアル。ケレドモ若モサウ云フ風ニ解スルト実際ノコトバノ中ニ文デナイモノモ出来ルコトニ
ナル。山田、松下両氏ガソノハンヰヲ拡メタノハソノタメデ、山田氏ハ心理的ニ統覚作用ニヨ
ツテ結合セラレタモノデアルトシ、松下氏ハ論理的ニ断定ヲアラハスモノトシタノデアル。コ
レハツマルトコロ完結シタ思想又ハ断定ト云フコトヲ説明シタモノト云ヘル。シカシ乍ラソノ
実際ニツイテミルト完全ナ、或ハマトマツタ思想ト云フコトハ考ヘ様ニヨツテドウニデモナル
ノデ、単ニ思想ヲツタヘル側カライツテ、一ツノ文デハツタヘヨウトスル思想ヲ完全ニツタヘ
エヌ場合モアル。ソレ故ニ松下氏ノ如ク単断句トカ連断句トカヲ認メネバナラナイヤウニナル
ノデアル。ソレ故コレハヤハリ言語ト云フモノニツイテ考ヘル必要ガアル。ソレニハ音ノ上カ
ラ考ヘテ、文ニハ音ノ上ニ何カ特徴ハナイカト（36） 
  １．She is ill. 独立   He thinks she is ill. 独立セズ 
云フコトヲ考ヘル必要ガアル。カヤウナ点カラミルト、文ノ前後ニハ必ズ音ノ切レ目ガアル。
安田氏ガ国語法概説ノ中ニ、断止ニヨツテ語法的ニモ文ノ存在ヲ承認スルコトガ出来ルト云ツ
タノハ正当デアル。コレマデノ色々ノ学者ガ完結スルト云フコトバヲ用ヒタ、ソノ中ニハ或ル
音ガ断止スルト云フコトモ含ンデヰルノカモ知レナイ。シカシコノ完結スルト云フコトバニハ
完結スルコトヲ明カニ云ヒアラハスコトバデ以テ文ヲトメルト云フ意味ニトラレ易イ。シカシ
単ニ音ガ断止スルト云ヘバ例ヘバ 
  どうぞこちらへ 
ノ如キモ文ト云フコトガ出来ルノデアル。カヤウニシテ文ト云フイミヲ広クトツテ、吾々ノコ
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トバハコレヲ実際ツカフ場合ニハ文トシテ使フノデアルトミルトキニ文ト云フノハ主トシテ思
想ノ上カラミタノデアツテ話シ手ニモ聞キ手ニモアル一ツノマトマツタモノトシテ理解セラレ
ルモノデアルガ、同時ニソノ前後ニ音ノ断止ガアルノデアル。尚ソノ他ニ意味ニ応ジテ終リノ
方ノ音ノ抑揚ニ或ル一定ノ形式ノアルコトモアゲテヨカラウカト思ハレル。Jespersen ハ
sentence ヲ complete ノ independent human utterance デアルト定義シタ。ココニ定義シタ
ヤウナ文定義ニ於テ独立シタト云ツテヰル中ニハ単ニ思想ノミナラズ、ヤハリ音ノ切レ目ト云
フコトヲ意味シテヰルノデハナカラウカト思フ。１．Jespersen ハ一語ヤ語群（37） 
  1．何処へ。 関西へ。 
ガ文ト呼バレルタメニハ特別ナ文法上ノ形ヲ必要トセヌト云ツテヰルノデアル。従ツテ文法上
ノ形ト云フコトニ文ノ特徴ガアルトハ考ヘナカツタト思フガシカシ音ノ上デ特徴ガナイトシテ
ヰルノデハアルマイト思フ。カヤウニ解スルト実際ノ語ハドンナ場合ニモ皆文トシテ現レルノ
デアル。シカシコレニ対シテハ異議ガアルノデアル。已ニ述ベタヤウニ文ヲ広イイミニ解スル
ト主トシテ意味ノ上カラ定メネバナラヌノデマトマツタ思想ヲアラハスモノト云フコトガ必要
条件ニナルノデアル。モシサウシナケレバ、例ヘバ美シイ花トカ大キナ机トカ云フ如キモノト
完全ナ文トノ区別ガツカナイノデアル。シカシソノ完結シタ思想トハドコマデノコトカ問題デ
アツテ、一ツノ文デ、ハナシ手ノツタヘヨウトスル思想ガマダ終ラヌコトハシバシバアル。シ
カシソノ場合ニハ前ニモノベタ通リ音ノ切レ目ガアルコトニヨツテ、文ヲソノ外形ノ上カラ区
別スルコトガ出来ルガ、思想ノ上カラミテモ、伝ヘヨウトスル思想ノ全部ヲツクサナクトモ、
少クトモソノ一段落ダケハツタヘ終ツタコトニナルカラ、一ツノ文ガ一ツノ全キ思想モツタヘ
ルト云フコトモ出来ヨウト思フ。 
トコロガ実際ノコトバヲミルト、ツヅクベキコトバデ文ヲトメルト云フコトモアル。１．カヤウ
ナ場合、実際ノ語ニ於テハソコデ音ガ切レルノデアル。ソシテハナシ手ニモキキ手ニモ意味ハ
完全ニワカルカラ、ソレデ完キ思想ヲアラハスモノト考ヘエラレ、前デ述ベタ文ノ定義ト一致
スル。シカシコノ場合両者ノ理解スルイミハ、ソノ（38） 
  １．関西へ 行く   山田君        ２．ミブリナドシタル 
コトバガイツデモ示スイミバカリデナク、ソレニ他ノイミガ所属シテヰルノデアル。即チ思想
ノ上ニ於テ或ルモノヲ補ヒ、完イモノトシテコレヲ理解スルノデアル。ココニ言語ノアラハス
イミト人々ノ理解スルイミトノ間ニ相違ヲ生ズルノデアル。コノ場合ニ言語ノアラハスイミハ
理解スルモノノ一部分シカアラハサヌノデアル。シカラバ言語ニヨツテ直接ニアラハサヌ思想
ヲイカニ補フカハ、ソノ場ノ事情ニヨルノデアル。ケレドモ尚一ツハ、何所へトカ 関西へト
カ云フ如キコトバガイツデモ他ノコトバヘトツヅイテユク場合ノコトバデアルコトガ一ツノ大
キナ原因トナツテヰルノデアル。カヤウニ考ヘテクルトコノ場合ニ於テ補フベキ思想ハコトバ
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ニヨツテ直接ニアラハサレテヰナイガ、シカシソノコトバニヨツテ suggest セラレテヰルト云
ヘル。トコロガ又次ノ如キ場合ガアル。例ヘバ「オイ帽子」「ヤア地震」「山田君」ノ如キハヤ
ハリ言ヒアラハサントスル思想ノ一部分ダケシカアラハサレテヰナイ。シカシキキテモ其イミ
ハ完全ニワカル。トコロガコノ場合ニ於テハ前ノ場合トコトナリ、現レテヰナイ思想ヲ suggest
スルコトバガアラハレテヰナイノデアル。１．又ソノ他場合ニヨリ、補フベキ思想ヲ言語以外ノ
手段デ補フコトモアルノデアル。２．コノ場合ニモヤハリハナシ手トキキ手トノ間ニイミガ完全
ニ理解セラレル、結局マトマツタ完イ思想ヲアラハスノデアル。以上アゲタヤウナ色々ノ場合
ハ言語ソレ自身トシテハ必ズ（39）シモマトマツタ完イ思想ヲアラハスモノデハナイノデアル。
シカシソレモ実地ニ用ヒタ場合ニハ話シ手ト聞キ手トノ間ニ完全ナ思想ノ交換ガ行ハレル。カ
ヤウナモノヲモ一ツノ文トスルノハ実際ノ語トシテマトマツタ完イ思想ヲアラハスカラデアル。 
トコロガ昔カラ文法上ノ文ト云ハレテヰルモノハ、単ニ思想トシテ完キノミナラズ、言語トシ
テモ完イモノヲサシタ。即チ単ニコトバトシテモ完キ意味ヲ有シタモノデアル。 
一体、コトバノ意味ニハ固有ノ意味ト臨時ノ意味（ソノ場ソノ場ノ意味）トガアル。固有ノイ
ミトハ言語ソレダケヲトリ出シタトキノイミデアリ、臨時ノイミトハソノ言語ヲ実地ニ用ヒル
場合ニ加ツテクルモノデアル。吾々ハ勿論固有ノイミニ基イテコトバヲ実際ニ用ヒルノデアル
ガ、ソノ場合々々ニ応ジテ、コレニ色々ナ臨時ノイミヲ加ヘテ、ソノ場ノ用ヲ足シテヰルノデ
アル。コレハ直接コトバニヨツテアラハサレテヰナイガ、ソノ場合ノ事情ニヨツテワカルノデ
アツテ、普通ノ場合ニハキキ手ノ方ガコレヲ加ヘテ理解スル。カヤウニ実際吾人ガコトバヲ用
ヒルトキニハ、固有ノイミニ臨時ノ意味ガ加ツテクルノデアルガ、コトバニ熟サナイトドコマ
デガ固有ノイミデアリ、ドコマデガリンジノイミデアルカワカラナイコトガアル。シカシ実際
ノ語ヲ色々ノ場合ニイク度モキイテヰルウチニ、ドノ場合ニモイツモソノ言葉ニ伴ツテアラハ
レテクル、固有ノイミダケガソノコトバノイミトシテ我々ノ記憶ニノコリ、ソレガ吾人ノ（40） 
  １．Saussure（瑞西ノ人） 
心像トシテノソノコトバノ観念ヲクミタテルノデアル。而シテカクノ如クニ出来上ツタ言語表
象ニヨツテソノ場ソノ場ノ言語ヲ使ツテユクノデアル。カヤウニ実際ソノ場ソノ場ニ用ヒラレ
タ言語カラ吾人ハ吾人ノ心ノ中ニ言語ノ観念ヲクミ立テルノデアル。吾人ノ心象トシテノ言語
ト云フモノハ抽象的ノモノデアル。昔カラ文法上ノ文ト云フノハ、コノ抽象的ナ言語トシテハ、
イツモ完結セラレタモノデアル。トコロガ広イイミノ文ト云フ中ニ含マレルモノニハ、実際ニ
使ツタ場合ニハマトマツタ思想ヲモ現スモノデアルガ抽象的ナ語トシテハ完結セヌモノデアル。
即チ前ノ場合ハ完結シタト云フ感ジガソノ言語自身ニ固有シテヰルガ、後ノ場合ニハソノコト
バトシテハ必ズシモ完結シタト云フ感ジヲ有ツテヰナイノデ、実際、語ニ用ヒラレタ場合ニ臨
時ノイミガ加ツテ始メテ完結シタト考ヘラレルノデアル。 
― 24 ― 
ソコデ言語ノ系統的研究ニ当ツテハソノ時ノ対象トナルモノハ抽象的ノ言語デアル。実際ソノ
場ソノ場ニ用ヒラレル言語ニハイロイロノ要素ガ含マレテヰテ、言語ダケデハ説明デキナイカ
ラ、コレハ他ノ学科ニ委ヌベキダト主張スル人モアルノデアル。１．モシサウダトスルナラバ語
法ハ言語構成ノ法則ヲ説クモノデアツテ、ヤハリ抽象的ナ言語ヲトリアツカフモノデアルカラ、
実際ノ言語ニ属スルモノハコレヲ除外スベキデアル。然ラバ単ニ抽象的ノコトバトシテハ必ズ
シモ完結セズ、ソノ場ソノ場ノ実際上、マトマツタ思想ヲアラハスコトバ即チ狭義（41） 
  １．Ries ノ説    ２．関西ヘ    関西ニ 行ク 
              人ガ来タ    人ガ来タ？      （Intonation） 
ノ文ニ入ラヌモノハ語法デハトリアツカハナイデヨイコトニナル。西洋ニ於テモ文ト云フモノ
ヲ認メナイデ、Wortgefiige（単語ノツラナツタモノ）ダケヲ認メヨウトスルノモ、カヤウナ点
カラスルト道理ノアルコトデアル。１．モシサウダトスレバ所謂文ト云フモノハ狭イ意味デダケ
ミトメラレルノデアル。従ツテアラユル言語ハ文デアルト云フコトハ認メラレナクナル。カヤ
ウナ考ヘ方モ道理ノアルコトデアル。而シテ文法ト云フモノハ抽象的ナ言語モトリアツカフコ
トモ必ズシモ異議ハナイノデアル。唯文法ガ取扱フトコロノ最高単位（或ハ最大単位）ハ文デ
アル。コノ一点ニ於テ、実際ノ具体的言語ト関連サセテ考ヘルコトハ決シテ悪クナイト考ヘル。
ノミナラズ広義ノ文ノ定義ハ主トシテ思想ニツイテ言ツタモノデアルケレドモ、シカシ文ト云
フモノノ音ノ方面カラミテモ必ズシモ特徴ガナイト云フノデハナイ。例ヘバ前後ノ事情カラミ
テソノ意味ガ補ハレテ始メテ全イ思想ヲアラハスヤウナ場合ニハソコニ用ヒラレル部分ノコト
バハ他ノ文ノ一部トシテ用ヒラレタ場合トチガヒ、文トシテノ特別ナ音調ガツイテヰルト思ハ
レル。又同ジコトバガ音調ノチガヒニヨツテ或ハ肯定トナリ或ハ疑問トナツテ文ヲ終止スル場
合ニヤハリ特殊ナ音調ガツイテクルノデアル。２．果シテサウナラ文ト云フモノハ外形ノ上ニモ
特徴ヲ有ツテヰルト云フコトガ出来ヨウト思フ。シカシ、言語以外ノ手段デ言語ニアラハサレ
ヌイギヲヲギナフ部分ダケハ、言語ノ言語以外ノ手段ヲ実際ニ併用スルノデアルカラ、コレハ
特別ニ説明スベキダト考ヘル。（42）文ヲ若シ広義ニ解スル場合ニハ実際ノコトバノ或ハ特別ノ
場合ノ他ハスベテ文トシテ用ヒラルト云フコトガ出来ルノデアツテ、説明ニモ便利デアル。シ
カシカヤウニ文ノ意味ヲ広クトルニシタトコロデ、ソノ中デ切レルベキコトバデ終ツタ普通ノ
文ト、必ズシモ切レナイトコロデ終ツタ特別ノ文トニ分ケテ考ヘルノハ当然ノコトデアル。（43） 
 
    第三章 品詞ノ分類 
  １．Rodriguez：Arte da lingoa de Iapam ニ記シテアル。 
  ２．物ノアルノガ 名、物ノナイノガ ことば、漢文ノ訓読ニデテクル送リ仮名ガ てにをは。 
文法ノ上カラ単語ヲ分類シテイクツカノ品詞ニワケルコトハ、日本語ニ於テハコレマデイカナ
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ル風ニナサレテヰタカ、又何ヲ標準ニシテヰタカニツキ、コレマデノ諸説ニツイテ考ヘテミタ
イ。室町時代ニ於テ、日本人ハ品詞ヲ三ツニワケテヰタト伝ヘラレテヰル。１．ソノ中ニ てにを
は ノアルコトハ明カデアルガ他ノ二ツハ何デアルカワカラナイ。シカシソレハ多分 名 ト こ
とば トノ二ツデアラウ。ソシテソレハ多分連歌カラ来タモノデアラウト思ハレル。名トハ名詞、
ことば トハ動詞、形容詞ノ類、てにをは ハ助動詞 助詞 接尾語 副詞ノアルモノヲ含ンデ
ヰタラシイ。２．ドウシテカクワケタカハワカラヌガ主トシテ意味ニヨツタモノデアラウト思ハ
レル。 
江戸時代ニナツテ富士谷成章ガ始メテ品詞ノ分類ヲ試ミタノデアル。即チアラユル単語ヲ 名、
装
ヨソヒ
、挿頭
カ ザ シ
、脚結
ア ユ ヒ
ノ四ツニワケタ。「名をもて物をことわり、装をもてことを定め、挿頭、脚結
をもてことばをたすく」ト説明シテヰル。名ト云フノハ体言ノ類、装ハ用言（動詞形容詞）デ
アリ、挿頭ハ副詞、接続詞、代名詞ノアルモノヲ含ンデヰル。脚結ハ助動詞、助詞、接尾語ノ
類ヲ含ンデヰル。マタ装ニハ活用ノアルコトヲ認メ、脚結モ活用ノアルナシニヨツテソレヲ分
類シテヰルノデアル。又「頭にかざしあり、身によそひあり、下つ方にあゆひあるは云々」ト
云ツテヰル。カクアルト用言ヲ中心ニシテソノ上ニクルモノトソノ下ニクルモノト云フヤウナ
文ノ中ニ於ケル単語ノ順序ニモ着目シタモノト考ヘラレル。 
ツマリコノ分類ハ漢文ニ於ケル実字、虚字、助字ナル三分法、（44） 
  １．活語指南、玉緒繰分   
或ハコレニ語辞ヲ加ヘタ四分法ニナラツタモノト思ハレテ、主トシテ意味ノ上カラワケタノデ
アラウガ、ソノ他ニ活用ノ有無、語ノ順序ト云フ点ヲモ考慮ニ入レタモノト思ハレル。 
次ニ本居宣長ノ弟子ノ鈴木朖（朗）ハヤハリ言語ヲ四種ニワカツテヰル（言語四種論）第一ハ
事物ノ名目、体ノコトバ、又動カヌコトバト云ツテヰル。第二ハ てにをは ノコトバ、第三ハ
形状ノコトバ 第四ハ作用
シ ワ ザ
ノコトバデアル。アトノ二ツヲ合セテ世ニハ用ノコトバ、ハタラク
コトバ、活用ノコトバ、活語トモ云フト云ツテヰル。第一ハ今云フ体言デアリ、第二ノてにを
はハ助動詞、助詞ノホカニ感動詞、副詞ノアルモノ、用言ノ活用スル語尾ノ部分マデモ含メテ
ヰル。第三ハ形容詞 第四ハ動詞デアル。コノ分類ハ荻生徂来ガ漢語ヲ四ツニワケテ、形状字
面、作用字面、声辞字面、物名字面トシタノニ基イタモノラシク、コノ漢語ノワケ方ハヤハリ
意味ニヨツタモノト考ヘラレルケレドモ、シカシ鈴木朗ハ意味ノ他ニ尚活用ト云フ考ニ重キヲ
オイテヰルノデアツテ、体言ト活語トニワケタ。活語ノ中デ終止形ガ い ノ段デアルカ、う ノ
段デアルカニヨツテ形状ノコトバト作用ノコトバトニワケタノデアル。但シてにをは ニ至ツテ
ハカカル考ヘガ未ダ充分ニハツキリシテヰナイノデアル。 
次ニ東条義門１．ハ活用ノ有無ニヨリ、アラユルコトバヲ体言ト用言トノ二ツニワケタ。ソシテ
体言ヲ更ニ有形ト無形（45） 
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  １．漢文ノ inf.ハアル。   ２．西洋人ノ手ニナツタモノデハナイ。 
  ３．コレニハ無理ガ多ク、後世ヘノ inf.モ殆ドナイ。   ４．が、の、を 等ヲ指ス。 
用言ヲ形状ト作用トニワケタ。ココニ至ツテ活用ト云フコトガ分類ノ最初ノ、又最モ根本的ノ
標準トナツタノデアル。尤モ義門ハ語辞ト云フ語ヲ用ヒテ、ソノ当時てにをはト云ハレテヰタ
モノ（主トシテ助詞、助動詞）ヲアラハシタノデアルガシカシソレモコトバノ分類カラ云ヘバ
活用アルモノハ用言、ナイモノハ体言ト考ヘテヰタノデアル。 
以上ノ色々ノ分類ハ純粋ニ日本ニ起ツタモノデアルガ１．西洋ノコトバノ文法ヲ国語ニ適用シタ
モノガ江戸時代ニ始メテ出来タ。２．鶴峯戌申
シゲノブ
ノ語学新書ガソレデアルガコレハオランダ語ノ文
法ニナラツテ九品九格ヲ樹テタモノデアル。ソノ九品ト云フノガ品詞ワケニナルワケデアル。３． 
明治ニ入ツテカラハ田中義廉
ヨ シ カ ド
ノ小学日本文典ヲ英語ノ文典ニナラヒ、日本語ヲ名詞、形容詞、
動詞、副詞、接続詞、感詞ノ七
ママ
ツニワケタ。今ノ助動詞ハ動詞ノ中ヘ入レタ。助詞ハ格ヲ示ス
モノハ名詞ニツケ、４．ソノ他ノモノハソノ意味ニ従ツテ感詞、副詞、接続詞ナドニ入レタ。又
形容詞ハ西洋流ニ名詞ヲ修飾スル形ダケヲ認メ、終止形ノモノハ形容詞ト シ ナル変化セヌ
助動詞ト結合シタモノデアルト説明シタ。又名詞ニ のノツイタ例ヘバ 花のノ如キモ形容詞
トシタ。ソレカラ今ノ形容詞ノ く ノツク形ヲ副詞トシタ。 
コレニ次イデ現レタ中根淑ノ日本文典（明治九年）ハ田中義廉ノ分類ニ尚一ツ後詞ト云フモノ
ヲ加ヘテ八品詞トシタ。コノ後詞ハ大体今云フ助詞ニ当ルノデアルガ、西洋語ノ前置詞カラ思
ヒツイタラシイ。（46） 
大槻文彦氏ハ明治廿二年ニ言海ノハジメニ語法指南ト云フモノヲカキ、丗年ニ広日本文典及ビ
同別記ヲ出シタ。コレニハ八ツノ品詞ヲタテタ。名詞、動詞、形容詞、助動詞、副詞、接続詞、
天尓遠波、感動詞デアル。コレハ無論西洋ノ品詞ヲ土台トシテ決メタモノデアル。西洋ニアル
代名詞ト数詞ハ文ノ中ニ於ケル位置用法ハ名詞ト同様デアルカラコレヲ名詞トシテ扱フ。形容
詞ハ西洋ノソレトハ異リ、ムシロ動詞ニ似テヰルガシカシ動詞トチガフトコロモアルカラ独立
サセタ。ソレカラ西洋ノ前置詞、名詞ノ格ニアタルモノハ天尓遠波ノ中ニ収メタ。例ヘバ名詞
トハ有形無形一切ノ事物ノ名ヲ云フコトバデ且ツソノ下ニ がのにをとへよりまで ナドノ 
てにをはニ接スベキモノヲ云フト定義シテヰル。動詞ニツイテハ事物ノ有意ノ動作又ハ無意ノ
作用ヲ云フコトバデアルト定義シタ。副詞ハ動詞ニソヒ、或ハ形容詞又ハ他ノ副詞ニモ添ウテ、
ソノイミヲ種々ニ修飾スルコトバデアルト定義シタ。 
てにをはニツイテハ、ソノ形ガ多クハ短小、デアツテ且ツ独立シテハ用ヲナサズ、且ツ他ノ語
ト語トノ関係ヲ示スモノデアツテ云々ト定義シテヰル。即チコレラニヨツテミルト、コトバノ
イミニヨツテ分ツト共ニソノ用法ニ注意シテヰルコトガ著シイ。 
又語ト語デナイモノトノ区別ニモ注意シタノデ、ツマリコレマデ（47） 
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  １．意味、活用、用法   ２．山、川、etc.   ３．白、赤、etc.   ４．が、に、を、へ、より、まで etc. 
てにをはト呼バレタモノノ中、接頭語ト接尾語トヲ別ニタテタ。 
次ニ岡沢鉦治氏ノ分類デアルガ、コレハ西洋ノ文典ヲ参照シタ上デ日本語ニ最モ適スル分類ト
シテハ、先ヅ言ト辞トノ二ツニワケル。ソシテソレヲ更ニ二ツニ分ツベキデアルト主張シテヰ
ル。即チ体言ト用言、静辞ト動辞トニ分ツノデアル。而シテ語ノ性質ニ品、形、力、１．ノ三ツ
ガアルト云ツテヰル。ソシテ結局品詞論ノコトヲ語性論ト呼ビ、ソノ原理ハ意義ノ模型ヲタヅ
ネルノヲ目的トスルガ結局意義ガモトトナル。ツマリ単語ノ類ヲ語意ニヨツテ分ツト云フノモ
概念トシテノ語意ノ模型ニヨツテノ分チデアル。ソノ模型ニハ色々ノ標準ヲナシテ見ウベキデ
アルガソノ中次ノヨウナワカチガアル。 
第一 具体的観念トナリウベキ概念２． 
第二 抽象的観念トナリウベキ概念３． 
第三 観念トナリウベカラザル概念４． 
コノ中ノ第一ト第二トハ共ニ観念トナリウベキ点ニ於テ第三ト正ニ相対スルモノデアル。ソレ
故全体ヲ二ツニワケエラレル。即チ言ト辞トデアル。コレガ即チ語ノ品類ヲ分ツ第一ノ原則デ
アル。即チ言ノ類ハ独立シテ思考セラルベキモノデアルガ、辞ノ類ハ独立思考トシテハ立チエ
ズ、言ニ従属スル場合ヲ考ヘテハジメテソノイミヲ想像シウルモノデアル。 
第二ノ分類ノ原則ハ静的思考ト動的思考トノワカチデアル。コノ区別ハコトバノ形ニアラハレ
テヰルノデ明カデアル。（48） 
  １．言ト辞トニ当ル   ２．副詞、接続詞、感動詞（副詞が中心） 
結局意味ニヨツテワケルベキデアルト云フ説デアル。岡沢氏ハ更ニ体言ヲ正体言ト準体言トニ
ワカチ、用言ヲ作用言ト形状言トノ二ツニワケタ。前者ノ区別ハ物ノ名トアリサマノ区別デ、
文ノ主素（主語）トシテ立チウベキカ否カニヨツテノ区別デアル。 
次ニ山田孝雄氏ハ、従来ノ諸説ヲ批評シテ新シク自分ノ考ヘヲノベテヰル。要点ハ大体次ノ通
リデアル。先ヅ単語ヲ独立観念ノ有無ニヨツテワカチ、一単語デ一思想ヲアラハシウルモノト
然ラザルモノトニ分ツ。独立観念ヲモタズ又一単語デ一思想ヲアラハシエヌモノハてにをはノ
類デ専ラ観念語ヲタスケテソノ観念語ノ関係ヲ示スモノデアル。ソノ関係ヲ示スモノト然ラザ
ルモノトノ区別ハ、単語デ観念ヲ有ツモノト然ラザルモノトノ区別ニ一致スルノデ、単語ヲ観
念語ト関係語トニワカツ。１．観念語ハコレヲ自用語ト副用語２．トニワケタ。自用語トハソレ自
身ガ独立シテアル観念ヲアラハシ、文ヲ形作ル骨子トナル。又陳述ノ基礎トナルモノデアル。
副用語ハ観念ヲアラハシウルコトハ自用語ト同ジダガ文ノ骨子トハナラズ、必ズ他ノ語ト結合
シテ、コレニ依存シ文ノ成分トナルモノデアル。次ニ自用語ノ中デ、概念ノミヲアラハシテ陳
述ノ勢力ノナイモノヲ概念語トシ、陳述ノ勢力ノアルモノヲ陳述語トスル。コノ分類ハ語ノ順
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序カラシテモ安定デアル。即チ観念語（49） 
  １．花咲く   ２．咲く花   ３．広義   ４．活用   ５．以上ハ「日本文法論」中ノ所説 
ハ関係語ノ上ニクル。副用語ハ陳述語ノ上ニクル。ソレカラ概念語ト陳述語トノ順序ハ、モシ、
陳述ヲアラハス場合ニハ、概念語ガ先デアルガ、１．モシ装定スル場合ニハ陳述語ガ先デアル２．。
結局コノ二種ガアリ、多クノ場合ニハ陳述語ニ語形ノ変化ガアル。以上ノ四ツヲ便宜上体言、
用言、副詞、３．助詞ト呼ンダ。カクシテ西洋ノ名詞、代名詞 数詞ハ体言ノ中ニ、動詞、形容
詞ハ用言ノ中ニ、副詞、接続詞、感動詞ハ副詞ノ中ニ、てにをはハ助詞ノ中ニ入レタノデアル。
助動詞ハ普通用言ニ付属シテ陳述ノ力即チ統覚作用ヲ補フモノデアルカラ、コレヲ動詞ノ語尾、
ト認メ、コレヲ複語尾トナヅケタ。用言以外ノモノニツク助動詞 なり、たりハソレ自ラ陳述
ノ力ヲ有ツテヰルカラコレヲ用言ノ一種類ト認メタノデアル。コノ山田氏ノ説ハ言葉ノ名目カ
ラシテモコトバノ意味ノ方カラ分ツタヨウニ見エルガ、山田氏自身ハ単語分類ノ標準ヲ、第一
ニ文章構造上ノ作用関係ニヨリ、第二ニ語ト語トノ相互関係ニヨルベキモノデアリ、形態ノ如
キハ４．殆ド度外ニオイテヨイノデアルト言ツテヰル。５．大正十一年ノ日本文法講義デハ更ニコ
レヲ詳シクシ、品詞分類ノ標準ハソノ文法上ノ職能即チ単語相互ノ関係ト、文章構成上ノ作用
関係ヲ主トシ、コレニ対応スル形式ト意義トノ四者ノ相関状態ニ在リト説明シテヰル。ツマリ
文法上ノ職能ハ主デアルガタダソレダケヲ抽象的ニ考ヘタノデハ駄目デコレニ（50） 
  １．国語法概説 
対応スル語ノ形式ト意味トノ一語ノ状態ヲカヘリミナケレバナラナイト説イテヰルノデアル。
カヨウニシテ、観念語ト関係語ノ区別モ、単ニソノ形トカ或ハ意味トダケカラキタモノデハナ
イノデアル。ソノ本性ノ文章構造上ニ及ボス作用ノ上カラモ考ヘタモノデアル。 
自用語ト副用語トノ区別モ、文ヲ形造ル場合ニソノ骨子トナルカ、或ハ他ノモノト結合シコレ
ニ依存シテ第二義的成分トナルカノ区別デアル。概念語ト陳述語トヲ区別シタノモ、文ガソノ
資料トシテ概念ト陳述ノ力トヲ必要トスルモノデアルガソノ陳述ノ力ヲ有ツテヰルカ否カニヨ
ツテ区別シタノデアル。コノ区別ハ又形ノ上ノ区別（活用ノ有無）トモ一致スルノデアル。カ
ヤウニシテ山田氏ハ文法上ノ職能ヲ主トシテ、イミ及ビ形態ノ上ノ別、及ビ語ノ位置ノ別ヲモ
考ヘニ入レテナシタモノデアル。 
次ニ安田氏ノ説ヲノベル
 
。１．コノ人ハ又少シチガツタ立場カラ試ミテヰル。氏ハ従来ノ分類ハ
外形、職分、意味の三ツヲ適宜調合シタモノデ、ソノ折衷ノ割合ニヨツテ種々ノ説ガアラハレ
テヰルノデアル。ソシテ従来ノ説ノ欠点ハ時間的ナ考ヘニ触レテヰナイ点デアルトテ、発生論
的見地カラ分類ヲ試ミテヰル。即チモト人間ノコトバニ於テハ文ト単語トノ区別ガナク一語一
文デアツタノデアル。ソレガ次第ニ成長（51） 
  １．品詞的区別ハ関係カラ生ズルト云フコトニナル。 
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シテ分裂シ、ソレガマタ統合シ、又一語一文デアツタモノガイクツカ結合シテ一文トナツタノ
デアル。何レノ場合ニモ結合シ、結合スルトソノ間ニ関係ガ出来、ソノ関係カラ形式ヲ生ジテ
品詞ガ出来ルノデアル
 
。１．而シテ多クノ品詞ノ中、感動詞ガ一番原始的デアツテコレハ単語デ
モ、文デモナク、他ノ品詞トハ語法ノ上トシテ有キ的関係ヲモタヌ。ソレ故第一段ニ於テ感動
詞トシカラザルモノトニ区別スベキデアラウ。即チ前者ハ孤立語デアリ、後者ハ相関語デアル。
サテイクツカノ単位デ構成セラレタ文ノ中ニハ二ツ以上ノ中心点ガデキテ、ソレガ統合セラレ
ルノデアル。ソノ中心点ヲナスモノハ重要ナ観念ヲアラハスモノデアル。ソノ中心点ニ対シテ
ヤヤ従属的ナ小中心ガ出来テソレガイクツモノ段階ヲナシ、小中心ハ大中心ニ従属シテ一團ト
ナリ、大中心ニ統合セラレテユクノデアル。コノ複雑ナ関係ヲアラハスニハ色々ナ方法ガアル
ガソノ関係ダケヲアラハスコトバヤ、ソノ関係ヲ主トシテアラハスコトバガ出来テ、ソノ関係
ヲアラハスト云フコトガ出来タ。カヤウナコトバヲ形式語ト云フ。サウスルト相関語ハ観念ヲ
アラハス観念語ト、ソノ観念ノ運用ヲ司ル形式語トニワカレル。次ニ観念語ノ中ニハ主位ニ立
ツモノト従属的ナモノトガアル。ソレニモイクツモノ段階ガアルガ主位ニ立ツモノト副位ニ立
ツモノトニワケエラレル。前者ヲ主用語、後者ヲ副用語ト呼ブ。（52）ソノ主用語ニハ実体ヲア
ラハシ数ヘ、ハカリ、指スモノト実体ノ属性ヲアラハスノト、概念上ニ二ツノ傾向ガワカレテ
クル。前者ヲ体言トシ、後者ヲ用言トスル。従ツテ副用言モ体言ニソフモノト用言ニソフモノ
トノ二ツニワケエラレル。体言ト用言トハハジメハ殆ド区別ガナカツタデアラウ。指スコトバ
ハソノ中最モ原始的デアリ、又外界ノ音ヲアラハス写声語モ古カツタデアラウ。ソレニツイデ
音声ヲ象徴的ニ用ヒテ色々ノ実体ヤ属性ヲアラハス方法ガオキタノデ実体ヲアラハスノガ体言
トナリ、属性ヲアラハスモノガ用言トナツタノデアル。ハジメ区別ガナカツタモノガソノ語法
ヤ職分ニヨツテ明カニナツテキタノデアル。ソノ属性ニモ色々ノ区別ガアルガ大別シテ永久的
ナモノト一時的ナモノトニスル。即チ一方ヲ性質ト呼ビ一方ヲ動作ト呼ブ。コレモモト区別ガ
ナカツタノデアルガ次第ニ区別スルヤウニナツタノデアル。コノ中形容詞ノ方ガ名詞ニ近イデ
アラウ。副用語ハ副詞、接続詞ト云ツテキタモノデアル。コレニハ本来ノモノハ極メテ少ク、
殆ド全部主用語カラ転ジテキタモノデアル。次ニ形式語ハ語形ノ上カラミレバ単語トハ云ヒエ
ナイガ語源カラミルト観念語カラ脱化シテ関係ヲアラハスモノトナツタト推定セラレル。ソノ
用法カラミレバ付属的デアルガソレデモ単語トミルヲ憚ラレヌ。ソノ用法ハドンナモノニモツ
クト云フ如ク規則的デアル。（53） 
  １．独立性ヲ指スラシイ。 
ダカラ単語ト云ツテヨイ。シカシ規則的ト云フ程度ニモ差ガアル。助動詞ハ動詞ノ他ニハツカ
ヌカラ、規則的ノ度ガヒクイ。安田氏ハ助詞ヲ第二次ノ品詞、助動詞ヲ第三次ノ品詞トシテヰ
ル。コノ第一次、二次、三次ト云フノハ品詞性ノ強弱ニツイテ云ツタモノラシイ。ソシテコレ
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マデノ研究ハカヤウナ程度ノ差ヲ無視シテ品詞ナラバドレデモ同ジヤウニ考ヘテ、品詞性１．ノ
ツヨサナドヲワカツコトハナカツタト云ヒ、第一次ノ品詞ノ中ニモ品詞性ノ差ノアルコトヲ論
ジテヰル。氏ハ又品詞ト品詞トノ境ハ漠然ト動揺トヲ免レナイト云ツテヰル。カヤウニシテ分
類シタ各品詞ノ説明ハ山田氏ノモノナドト大シタチガヒハナイヤウニ思ハレル。唯コレニ発生
論的考察ヲ加ヘ、又品詞性ノ強弱ニヨツテ順序ヲタテタトコロニ差ガアルノデアル。個々ノ品
詞ニツイテモ感動詞ヲ最初ニオキ、代名詞、名詞、形容詞、動詞。助動詞、副用語、助詞ト云
フ順序ニオイテヰルノモコノ見解カラ出テヰル。コノ発生ノ順序ト、品詞性ノ強弱トノ間ニド
ンナ関係ガアルカニツイテハ説イテヰナイガオソラク発生ガ古イモノガ品詞性ガツヨイト考ヘ
タデアラウト思ハレル。コノ品詞ヲ発生論的ニ考ヘタノガコノ説ノ特徴デアラウガシカシコノ
発生論ハ一般言語学上ノ仮定説デ疑ノ余地モ多イ。若シコレヲ大体論トシテ肯定シテモ（54） 
  １．大正十三年 
コレヲ
ママ
ドンナコトバニツイテモアテハマルカハ疑問デアル。又著者ノ適用モ正シイカドウカガ
疑問デアル。マシテ言語学上ニ於テ言語ノ歴史ノ研究ト或ル一時代ニ於ケル言語ノ状態ノ研究
ハ全然別種ノモノデアツテ、文法ハ後者ノ研究ダカラ言語ノ歴史ノ研究トハ性質ガチガフト云
フコトハ言語学界ニ於テ有力ダカラ、カヤウナ歴史的見方ヲ文法ノ上ニモツテクルコトモ当ヲ
エテヰルカ否カハ大キナ疑問デアル。唯著者ガ言葉ノ関係ヲ重ンジテヰルコトハ至当ナコトデ
アル。 
次ニコレマデトハヤヤ異ツタ標準デ鶴田常吉氏ガ品詞分類ヲ試ミテヰル（日本口語法
 
１．）。氏ハ
コレマデノ品詞分類ガソノ標準ヲ単語ノ語法ニオケル性質ノ上ニ求メズ、単語ノ意味ヲ基準ニ
スル場合ノ多イノヲイカントシ、ソノ標準ハ文法上ノ職能即チ文ノ主体トナルカ或ハ付属的ニ
用ヒラレルカ、或ル概念ヲアラハスダケカ、概念ヲ表ス他ニ文法上ノ諸々ノ作用ヲソノ語自身
ニ有ツカト云フヤウナ文ヲ構成スル上ニオケル職能ト更ニ語ノ形トノ二ツノモノニ標準ヲ求ム
ベキモノトシタノデアル。而シテ意味モ単語ノ文法上ノ職能及ビ形ニ必然的ニ関係ヲ有ツテヰ
ル場合ガ多イノデサ〈ヤ〉ウナ場合ニハイミニヨル分類ハ即チ職能ニヨル分類トナルノデアル。
従ツテ意味ヲ標準ニシテ分類シテモ（55） 
  １．副詞、接続詞等ヲ含ム。   ２．動詞、形容詞 
差支ヘナシトシテ単語ヲ次ノ如クワケテヰル。即チ、或ル概念ヲアラハシ従ツテ文ノ主体ニ立
ツ語デアルカ、或ハ概念ヲアラハサズ文ノ中デハ他ノ語ニ付属シテソノ文法上ノハタラキヲ助
ケル語デアルカノ二ツニワケタ。而シテ前者ヲ言、後者ヲ辞ト名ヅケタ。言ハソノ文法上ノ職
能ヲ標準トシテ二ツニワケル。第一ハ或ル概念ヲアラハス以外ニソノ語自身ニハ文法上何ラノ
職能ヲ有タヌ語デアル。第二ハ或ル概念ヲアラハス以外ニソノ語自身デ文法上ノアル職能ヲ有
スルモノデアル
 
。１．前者ヲ体言ト呼ビ後者ヲ用言ト呼ブ。ソノ中体言ハ更ニ二ツニワケル。第
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一ハ或ル概念ノ名ヲアラハシ、ソレニヨツ テ
   
ソノ事物ヲアラハスモノデコレヲ名詞ト名ヅケ
ル。第二ハ直接ニソノ事物ヲ指シアラハスコトバデアル。即チコレヲ代名詞ト呼ブ。用言ハ概
念ヲアラハスト共ニ文法上ノ職能ヲアラハスガコレモ二ツニワカレル。第一ハ色々の文法上ノ
ハタラキヲスルコトガ出来、コレニ応ズルタメニソノ形ヲ色々ニ変化シウルコトバデアリ、コ
レヲ主用言ト名ヅケル。２．第二ハ唯一ツノ文法上ノ働キヲナシ、従ツテ形ニ変化ノナイコトバ
デアリ、コレヲ副用言ト呼ブ。主用言ト云フノハ普通用言ト云ハレテヰルモノデアルガコレヲ
ソノ形ノ上カラ三ツニワケル。（56） 
  １．大きな ノ如シ。   ２．大体文ニ当ル 
第一ハ う段デ終ルモノ動詞デアル。 
第二ハ い音デ終ルモノ。形容詞デアル。 
第三ハ だ音デ終ルモノ。コレヲ別格形容詞ト呼ブ。副用言ハ唯一ツ文法上ノ作用ヲ有ツテヰ
ル用言デアルガ、ソノ一ツノ作用ニモ語ニヨツテ三種ガアル。第一ハ体言ノ上ニアツテコレヲ
装定スルモノ
 
、１．コレヲ連体詞ト呼ブ。第二ハ用言ノ上ニアツテコレヲ装定スルモノ、コレガ
副詞デアル。第三ハ上ノコトバヲ受ケテ下ノコトバヲ装定スルモノ、コレガ接続詞デアル。以
上ガ言ニ属スルモノデアル。次ニ辞ハ上ノ語ニ付属シテソノ語ノ文法上ノ働キヲアラハスコト
バデアルガソノ中デ形ノ変化スルモノガコレ助動詞デアリ、変化セヌモノガ助詞デアル。以上
ノ説ハ職能ト語ノ形トノ二ツニヨツタモノデ、全部一元的デハナイガ、ソノ中、語形ニヨツテ
ワケタノハ辞ノ分類ト、所謂主用言ノ分類ダケデアツテ大部分ハ職能ニヨツタモノデアル。而
シテコノ職能ニヨル分類ハ従来職能ニヨルト称スルモノニ比ベテカナリ簡単明瞭ニナツテヰル
ト言ヒエラレルノデアル。 
次ニ松下大三郎氏ノ標準日本文法ニノセラレテヰル説ヲノベテミル。コレハ全ク珍シイ文法上
ノ説ヲタテ、単語ノ分類ニモカナリ変ツタ説ヲ出シテヰルノデアル。氏ハ念詞（又ハ詞）ト云
フモノヲ樹テテ、コレハ自己単独ノ力デ観念ヲアラハストコロノ声音的記号デアツテ断句２．ノ
資料トナリウルモノデアルトシタノデアル。更ニ念詞ヲ構成スル資料トシテ原辞（又ハ辞）ナ
ルモノヲ（57） 
  １．単語ヲ意味ニヨツテ分解シタモノ   ２．独立詞ヲ指ス 
樹テタ。コレハ観念ノ材料ヲアラハスモノデ念詞ヲ作ル材料デアルトシタノデアル。ツマリ単
独デ一ツノ観念ヲアラハスト否トニカカハラズ或ル一ツノ意味ヲ有ツモノデアル。１． 
普通世間デ単語ト呼バレテヰルモノハ松下氏ノ所謂念詞ニ大体当ル。シカシ念詞ハ文ヲ構成ス
ル上ノ最小単位タル文節ニ当ルモノデ、独立詞ハソレ一ツデ一ツノ念詞タリウルガ付属辞ハ念
詞デハナクテ原辞ニ属スルモノデアル。原辞ノ中ニモ色々アルガソノ中ノ一種ナル助辞ト云フ
モノニ属スルノデアル。ソノ助辞ハ原辞ノ中ノ他ノ種類ノモノ、即チ完辞２．ト名ヅケラレルモ
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ノト共ニ一ツノ念詞ヲ形ヅクルモノデアルトシテヰルノデアル。コノ念詞ノ分類ヲ試ミテコレ
ヲ品詞ト名ヅケタ。而シテ念詞ノ運用ハ内外ニ面ニワケテ観察スルコトガ出来ル。ソノ内面ハ
職能デアリ、外面ハソノ職能ヲ支持スル音声デアル。例ヘバ 花が咲く ニ於テ 花が ハ主
体ヲアラハスト云フノハ花ト云フ語ノ職能デアル。而シテ がハソノ職能ヲ支持スルタメノ音
声デアル。念詞ノ職能ニハ固有職能ト偶有職能トノ二ツガアル。固有職能トハソノ語ガ本来有
ツ職能デ、イツモソノコトバカラハナレヌモノデアル。例ヘバ 月ナル語ニ於テイツモ事物ヲ
アラハスノガ固有職能デアリ、偶有職能トハアル場合ニダケモツ職能デアル。例ヘバ 月が出
た、ニ於テ 月ハ作用（出た）ノ主体ヲアラハシ 月を見るニ（58）於テ作用（見る）ノ客体
ヲアラハスガ如キガソレデアル。コノ念詞ノ固有職能ノ差異ハ即チ念詞ノ種類ノ差異デアル。
念詞ノ固有職能ニハ念詞ガ連詞又ハ断句ヲ
ママ
構成ニ関シテ、ソノ念詞ノ性質ニヨツテ著シイ差異
ガアル。ソノ最キソ的ナモノニヨツテ分テバ次ノ如クニナル。 
第一、事物ノ観念ヲアラハスモノ、名詞的職能トヨブ。 
第二、作用ノ概念ヲアラハシテ判断スルモノ、動詞的職能トヨブ。 
第三、属性ノ概念ヲアラハシテ他ノ概念ノ実体ヲ修補スルモノ、形容詞的職能トヨブ。 
第四、属性ノ概念ヲアラハシテ他ノ運用ヲ修補スルモノ、副詞的職能トヨブ。 
第五、直感的観念ヲアラハスモノ、感動的職能ト呼ブ。 
以上ノ五ツニ相当スル念詞ノ種類ガアルノデコレヲ品詞ト名ヅケル。 
第一ニ当ルモノガ名詞（体言ニ当ル） 
第二 ‐‐‐ 動詞（用言ニ当ル） 
第三 ‐‐‐ 形容詞（西洋流デアル） 
第四 ‐‐‐ 副詞（接続詞ヲモ含ム） 
第五 ‐‐‐ 感動詞 
コレヲ説明シテ日ク、念詞ハスベテ観念ヲアラハスモノデアルガ観念ニハ直感的観念ト概念ト
ガアル。前者ヲアラハスノガ即チ感動詞デアル。概念ヲアラハスモノノ中事物ノ概念ヲアラハ
スノガ名詞デアル。概念ニハ内包ト外延トガアル 概念ノ対象ソノモノニモ内包ト外延トガア
ルノデアル。内包ハ（59） 
  １．今宵は月出づ   ２．（今）月出づ 
即チ事物ノ性質デアリ、外延ハソノ内包ノ支持力デアル。ソノ支持力トハ即チコトバデモノト
云フ語デアラハサレルモノデアル。モシ、外延ガナクテ内包ダケデアルナラバ事物ノ概念デハ
ナクテ属性カ作用ノ概念デアル。事物ノ概念トハ外延ヲ有ツテヰルトシテ考へタ概念デアル。
ソレ故名詞ハ外延ヲ有スル概念ヲアラハスコトバデアルト考エテヨイノデアル。次ニ動詞ハ作
用ノ概念ヲアラハシテアルモノニ対シテ判断ヲ下スコトバデアル。例ヘバ 月出づ、風吹く等
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ノ 出づ 吹くノ如クデアル。作用ノ概念ハソノ性質上必ズ判定性ヲ有ツモノデアル。ソノ判
定ノ対象ハ云ヒアラハサレルコトモアリ１．云ヒアラハサレヌコトモアル。２．ソノ判定性ハ概念
ノ方カラ云フモノデ動詞カラ云ヘバ叙述性デアル。ソレ故「動詞ハ作用ヲ叙述的ニアラハス語
ナリ」トカウ云ツテモ宜シイ。次ニ形容詞及ビ副詞ハ共ニ属性ノ概念ヲアラハシ、他ノコトバ
ノアラハス概念ニ従属シテ、ソノ意味ヲ修補スルモノデ叙述性ノナイコトバデアルガ、形容詞
ハソノ概念ノ実体意味ソノモノニ従属スルニ対シテ、副詞ハガイネンノ運用、即チイミノアラ
ハシ方、トリアツカヒ方ニ従属スルモノデアル。以上品詞分類ノ標準ハソノ職能ニヨルモノト
説イテヰルノデアルガ、ソノ職能ト云フ語ハ極メテ広イイミデアル場合ハ、コトバノ意味ト云
フ位ニ用ヒテヰルノデアル。（60） 
以上述べタ諸説ニ於テソノ分類ノ標準ヤソノ説明ノ仕方ハ様々アツテモ、結果ハ大体ニ於テ一
致シテヰル。第一ハ単語ヲ詞ト辞トニ分ツコトデアル。多クノモノハ先ヅ詞ト辞トニ大別スル
ガシカラザルモノニ於テモ辞ヲ或独立シタ一ツノ類トスルコトハ一致シテヰル。シカシ辞ノ内
容ニ於テハ例ヘバ山田氏ガ助動詞ヲ辞ト認メヌト云フヤウナモノガアツテ必ズシモ全部一致シ
テヰルトハ云ヘヌ。第二ニハ体言ト用言トノ別ヲ認メルコトデアル。古クハ辞ヲモ体言、用言
ノ中へ入レルモノモアツタノデアルガ近頃デハ辞ハコレ以外ノモノト認メルヤウニナツタノデ
アル。体言ノ内容ニ就イテハ大抵一致シテヰル。タダ岡沢氏ガ副詞、接続詞、感動詞ヲ準体言
トシテ体言ニ加ヘテヰルノダケハ異例デアル。用言ノ内容モ大体ハ一致スルガ唯鶴田氏ガ副詞、
接続詞ナドヲ所謂副用言ト名ヅケテコノ中ニ入レテヰルノダケハ異例デアル。第三ニ詞ノ中デ
体言、用言以外ニ尚一ツノ類ヲ樹テルモノガ多イノデアル。山田氏、松下氏ノ副詞、安田氏ノ
副用言ガソレデアル。第四ニ以上ノ他ニ尚更ニ一ツモシクハ二ツノ類ヲ樹テルモノガアルノデ
アル。安田氏、松下氏ノ感動詞ガソレデアル。第五ニ辞ハ多クハ助詞ト助動詞トノ二ツニワケ
ルノデアル。但シ山田氏ハ助動詞ヲ品詞ニハシナカツタカラ辞ハ一ツデアル。（61） 
  １．エスペラントノ一派 
以上ハ品詞分類ノ結果ニ就イテデアルガ、次ニ分類ノ標準ニツイテミルト、ドンナ説ニ於テモ
単語ノイミヲ標準ニスル、アルヒハ少クトモソレヲカヘリミヌモノハナイ。但シ古クハ活用ノ
有無、形ダケデ分類シタモノモアル。コレニ対シ西洋ノ文法ヲ参照シタモノニハ単語ノ職能ト
云フ考ヘガ加ツテ遂ニハ文法上ノ職能ガ最モ大切ナ標準デアルトスルモノサヘ出テキタノデア
ル。コレハ活目スベキコトデアル。 
Jespersen 曰ク、自分ノ考ヘデハ単語ノ形モ、職能モ意味モドレモミナ考へニ入レナケレバナ
ラヌ。シカシ特ニ力説シテオカネバナラヌコトハコトバノ形ハ最モ明白ナシルシデハアルケレ
ドモコレニヨルト或ル一ツノ言語ニ於テハ違ツタ類トミトメラレルモノヲ他ノ言語ニ於テハ区
別ガ認メラレヌト云フヤウナコトガアル。コトバノ意味ハ大切デハアルガ、コレヲ取扱フノハ
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最モ困難デアル。特ニ簡単デアツテワカリ易イ定義ニヨツテ分類スルト云フコトハ殆ド不可能
デアル。世界ニハ各々ノ語類（品詞）ニ決ツタ形ノ上ノ標識ノアルモノト、サヤウナ外部的ノ
印ノ全クナイモノトノ二ツノ型ヲ想像スルコトガ出来ルガ、前者ニ属スルモノハエスペラント
殊ニ Ido１．デアリ、後ノモノハ支那語デアル。ソシテ英語ハコノ両者ノ中間、ムシロ支那語ニ
近イモノデアル。同ジ単語デ色々ノ語類ニ属スモノモアルガ、又唯一ツノ語類ニ属スモノモア
ル。（62） 
  １．‐s   comes   birds      2．my、the ナドト結合シテ用ヒラレルモノハ名詞デアル等。 
 -ed ended blue-eyed 
 動詞 名詞 
或ル一ツノ語ガドンナ特別ノ語類ニ属スルカヲ見出スニハ唯一ツノ形ダケヲ見テモ殆ド無役デ
アルノガ常デアル。又活用語尾デ或ル一ツノ語類ニシカ用ヒナイヤウナモノモナイノデアル。１．
ケレドモソノ語尾ト同時ニソノアラハス意味ヲモ考ヘル場合ニ語類ヲワカツシルシトナルコト
ガアル。又或ル場合ニハアル単語ト結合シテ用ヒラレルト云フコトニヨツテ決定セラレル場合
モアル。２．云々。Jespersen ハ一般ニ色々ノ言語ノ文法ニ就イテ論ジテヰルノデ、特殊ノ言語
ノ文法ノ場合ニハ多少ノ差異ハアルベキデアラウガ、ヤハリ単語ノ用法ヲ重ンジ殊ニ他ノ一ツ
ノ場合ノミデナク色々多クノ場合ニツイテ考ヘネバナラヌコト、ソレカラ他ノ語トノ結合ニツ
イテ考フベキコト等ヲ説イテヰルノハヨホド参考スベキコトデアル。殊ニ単語ソレ自身ノ上ニ
形的区別ノナイ英語ニ例ヲトツテヰルコトハ日本語ノ如ク形ノ変化ノ少イ語ノ文法ニハ参考ス
ベキ点ハ少クナイノデアル。以上ノ諸説ニ於テ品詞分類ノ標準トシテアゲラレタモノハ語意、
語形、職能ノ三ツデアル。第一ノ語意ニ就イテ考ヘテミル。コトバノイミトハソノ内容デ、人
ノイシキニ上ル一切ノモノゴトノ観念（表象）デアル。ソノ語意ニヨツテ単語ヲ分類シヨウト
スレバ色々ノ分類ガ出来ル。例ヘバ、抽象、具体トカ天文、地文トカ（63） 
  １． man 、 men ; book 、books   ２． 例、 Walker : Rhyming Dictionary（詞ノ韻ヲ引ク） 
  ３．韻書、 tung  kung  chung 等ヲ一類トシテアル。   Loring : Rhymers’ Dictionary time 
イクラデモアルノデアル。ケレドモソレガ品詞分類ノ標準ニナルトスルナラバソレハ或ル特別
ナモノデナケレバナラヌ。然ラバ 何ヲ標準ニシテソノ特殊ナモノヲエラビ出スカト云フ根本
問題ガ起ツテクル。言語ノ研究ノ上ニ於テ必要ナノハ意味ノ区別デアルガソノ区別ガコトバノ
上ニ於テアラハレタモノデナクテハナラナイ。例ヘバ 数ノ観念ニシテモ文法ノ上デ単、複ニ
ワカツ。ソレハ何故カ、ソレハコノ差異ガコトバノ上ニアラハレルカラデアル。１．ソノ他ノ区
別ハコトバノ上ニアラハレヌカラ文法上ノ区別ハイラヌ。故ニイミノ上デ単語ヲ区別スルノハ
ソレガコトバノ形ノ上デアラハレテヰナケレバナラヌノデアル。ココニ於テ語意ト語形トガ関
係シテクル。次ニ語形デアルガ（音声デアル）、単語ハ其ノ形ニヨツテドンナ風ニデモ分類スル
― 35 ― 
コトガ出来ル。例ヘバコトバノ最初ノ音ニヨツテ分類スルコトモ出来ルシ、最後ノ音ニヨツテ
分類スルコトガ出来ルシ、２．中程ノ音ノチガヒニヨツテ分類スルコトモ出来ル。３．又語形ガ変
化スルカドウカト云ウコトニヨツテワケルコトモ出来ルノデアル。形ノ変化スルモノハ又ソノ
変化ブリノ異同ニヨツテワケルコトモ出来ルノデアル。カヤウニ色々ナ分類ガ出来ルノデアル
ガソノ中ノドレヲ品詞分類上有効ナモノトスルカハ、他ノ事情ニヨツテ判断シナケレバナラナ
イノデアル。ソレハ言フマデモナク意味デアル。タトヒ言葉ガ変化スルニシテモソレガ意味ニ
何ラ関係ガナイナラバソノ変化ニ対シテ何等ノ法則モ（64） 
  ⒈ 書く  き  け  く    ⒉ 書く ト 書け トデハ意味ノオナジトコロトチガフトコロトガアル。 
    着る  き  きよ きる     
    受ける け  けよ ける     
タテルコトハ出来ナイ。従ツテ文法ノ法則ヲタテルコトガ出キヌ。動詞ノ活用ニ就イテミテモ、
形ノ同ジモノヲ必ズシモ同等ナモノトシテ取扱ツテヰナイ。同ジ意味ヲ有ツテヰルモノヲ同等
ナモノトシテトリアツカフノデアル。１．タダコノ場合、意味ト云フノハ普通考ヘルノトイクラ
カイミノ違ツタモノガアル。例ヘバ 言ヒ切ルトカ、他ヘイミガ続クトカ、ドンナイミデ続イ
テイクトカ云フ、意味デアルコトガアル。カヤウナ種類ノ意味ハ特別ニ別ナ単語デ言ヒアラハ
サレズ、アル単語ノモツテヰル意味ト一緒ニ言ヒアラハサレル場合ガ多イノデアル。２．ソレ故
コレヲ他ノコトバ例ヘバ職能ト云フヤウナコトバデ呼ブコトモ道理ノアルコトデアル。ソコデ
第三ノ職能ノコトニナル。普通職能ト云フノハ西洋ノ文法カラキタノデ、他ノ語ヲ修飾スルト
カ主語ニナルトカ述語ニナルトカ云フヤウナコトヲ指スノデアル。修飾スルトハ、ソノ語ノイ
ミガ他ノコトバニ加ツテ他ノ語ノイミヲ潤色モシクハ特殊化(specialize)スルノデ、ツマリ語
ト語トノイミニ関スルコトデアル 主語ニナルト云フノハ結局述語ノアラハス動作カ状態ヲナ
シタリ有シタリスル事物ヲ示スコトデアリ、ヤハリイミニ関スルコトデアル。述語ハアルコト
ヲ述ベルノデアルガコレモヤハリ意味ニ関スルコトデアル。（65）前ニノベタ如ク松下氏ハ名詞
ガ事物ヲアラハスノハ固有ノ職能デアルトシタガ、コレヲ職能トミルノハ従来ノ職能ノ概念ニ
入ルカ否カハ別トシテモ、コレモヤハリ意味ニ属スルモノデアル。カヤウニ考ヘテクルト職能
モ結局イミニ属スルモノデアルト云ヘルノデハアル。然ラバドンナ種類ノイミカト云フト、大
抵ハ一ツノ単語ニ付随シタイミデアツテ、一ツノ単語ト他ノ単語ト連結シテ用ヒラレル場合ニ
オコルイミデアル。モシ一ツノ単語ガ単独ニノミ用ヒラレルナラバ職能ナドト云フコトハオコ
ラヌノデアル。二ツモシクハソレ以上ガアツマツテ文ヲツクルカラ職能ト云フモノガオコツテ
クルノデアル。シカシ多クノ語ガ集ツテ文ヲナスカラト云ツテモドンナ語デモ自由自在ニ他ノ
語ト結合シテ、ソノ有スルイミガ連合シテ一ツノ文ニナルト云フナラバ、職能ト云フコトガア
ルニシテモ、アラユル語ガアラユル職能ヲ有ツコトニナリ、職能ニヨツテ語ヲ分類スルコトハ
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必要モナク、又不可能デアル。トコロガ多クノ語ニ於テハ色々ノ職能ガ区別セラレ色々ノ単語
ヤソノ形ガソノ職能ヲ分担シテヰルノデアル。ソレ故或ル種類ノ語ハ或ル職能ヲモツテヰテ、
アル種類ノ語ニ対シテハアル関係デ結合スル。トコロガ他ノ種類ノ語ニ対シテハサヤウナ関係
ニタチエヌト云フヤウニ、語ト語トノ間ニハ結合上ノ（66） 
  １．名詞ガ主語ニモ客語ニモナリ、其他色々ナ職能ヲ有ツ。 
  ２．今日 ノ如キハ主語ニモナリ、副詞的ニモ用ヒラレル。一方ニハ純粹ノ副詞 しばしば ノ如キモノモアル。 
  ３．実際ノコトバニ於テデアル。 
制限ガアル。カヤウナコトハ言語トシテハ極メテ大切デアルカラ、カヤウナ点ノ差異ニヨツテ
語ヲ分類スルコトハ語法上大切ナコトト云ハネバナラナイ。職能ニヨツテ語ヲ分類スル場合ニ
ハ、一ツノ単語ハ色々ノチガツタ職能ヲ有ツテヰルノデアル。１．職能ノチガヒヲ考ヘル場合ニ
ハ一ツノ語ノアラユル職能ニツイテ考ヘ、ソシテソノコトバガ他ノモノニ対シテ特別ニ有ツテ
ヰル職能ニ着目シナケレバナラナイ。何トナレバ色々チガツタ種類ノ単語デモ或ル場合ニ、同
ジ職能ヲモツテヰル場合モアルカラデアル。２．而シテソノ特長トスベキ職能ノ有無ニヨツテ分
類シナケレバナラナイノデアル。サヤウナ点カラミルト主語ニナル語トカ、述語ニナル語トカ、
修飾語ニナル語トカ云フコトガ分類ノ標準トナシウルモノデアル。 
品詞分類ノ標準トシテ先ヅ以上ノ三ツガアゲラレテヰルノデアル。普通ノ場合ニハ唯一ツダケ
ノ標準デハハツキリワカラヌ。コレラノモノヲ合セテ分類スルト云フ風ニ考ヘラレテヰル。先
ヅ単語ヲ独立スル語ト付属スル語トノ二ツニワケル。独立スル語トハ正確ニ云フト、ソレ単独
デ一ツノ文節ヲツクリウルモノデアル。付属スル語トハ、常ニ他ノコトバト共ニ一ツノ文節ヲ
ツクルノデ、ソレダケヲ切リハナシテ発音スルコトノナイモノデアル。３．（コノ分類ハムシロ
形ノ上、発音ノ上カラワケタモノデアル）。 
ソノ次ニハ活用ノアルモノトナイモノトニワケ夫々ヲ二ツニワケル。（67） 
  １．動詞ハ同ジ行ニ、形容詞ハチガツタ行ニ活用スル。   ２．コノ事ハ後ニ詳シク考ヘル。 
独立スルコトバデ活用ノアルモノハ動詞、形容詞（用言）デアリ、活用ノナイモノハ名詞、代
名詞、副詞、接続詞、感動詞デアル。付属スルコトバデ活用ノアルモノハ、助動詞デアルシ活
用ノナイモノガ助詞デアル。 
独立スルコトバヲ別ニ職能ノ方カラワケルト、活用ノアル語ハ同時ニ又単独ニ述語トナルコト
ガ出来ルモノデアル。活用ノナイコトバノ中ニハ主語トナリウルモノト、主語トナラナイモノ
トアル。前者ハ名詞、代名詞（体言）デアリ、主語トナリエヌモノハ副詞、接続詞、感動詞デ
アル。ソノ中デ修飾語トナルモノトナラナイモノトノ二ツニワケルコトガ出来ル。前者ハ副詞
デアリ、後者ハ接続詞ト感動詞トデアル。接続詞ハ前後ノコトバヲツヅケル職能ヲモツモノデ
アリ、ソコデ言ヒトメルコトノ出来ルノガ感動詞デアル。更ニ用言ヲ動詞ト形容詞トニ区別ス
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ル。意味カラ云ヘバ動詞ハ動作ヲアラハシ、形容詞ハ性質ヤ状態ヲアラハスモノデアル。ソノ
他活用ノ仕方ニヨツテモ区別セラレル。１．名詞ト代名詞トハ意味ノ上カラ区別スル他ハナイ。
即チ事物ノ名ヲアラハスノガ名詞デアリ、物ヲ直接ニ示スノガ代名詞デアル。コレハ従来ノ分類
ノ結果ニ合セントシテワケタノデアルガ実際ハコレ程分類シナケレバナラヌカハ疑問デアル。２．
（68） 
  １．一切ノ文ヲ通ジテ。 
以上ノヤウニワケレバ先ヅ一通リハツキリシタ区別ガ出来ヨウト思フ。１．ソシテ実用上比較的
ハツキリシタ品詞分類ガ出来ヨウト思フ。シカシソノ標準ガ色々ナモノヲトツテアルノデ多少
混雑ヲ免レナイ。出来ルナラバ唯一ツノ標準デワケタ方ガ都合ガヨイ。ソレニハ単純ニイミダ
ケデモ、形ダケデモ不可能デアル。ムシロイミト形トノ合体シタ職能ニヨツテワケルコトガ出
来レバ出来ルノデアル。シカシ職能ト云フコトニハアイマイナトコロガアル。コレハモトモト
外国ノ文典カラトツテキタノデアルガ、例ヘバ助詞ノ類ガ他ノコトバニツイテ付属的ナ意味ヲ
アラハスノヲ職能トシウルカ否カハ疑問デアルト思フ。トニカク職能ト云フノハコトバ、イミ
ニ関係ノアルコトデアリ、殊ニ日本語デハ多ク文ヲ構成スル場合ニアラハレテクル意味デアル。
ソレ故職能ト云フ語ヲ用ヒナイデ、文構成上ニ於ケル語ノ関係ヲ明カニシテ、ソレカラ分類ヲ
試ミ度イト思フ。文カラ出発シテ考ヘテミルト、文ヲ構成スル最少ノ単位ハ文節デアル。コノ
文節ハドンナ場合デモハジメカラ終リマデヒトツヅキニ発音セラレルモノデアリ、イツモ或ル
一定ノ意味ヲモツテヰルモノデアル。１．コノ文節ハ一ツノ単語カラ成立スルコトモアリ、二ツ
以上ノ単語カラ成立スルコトモアル。単語ノ方ヲ主ニシテ云フト唯一ツデ一ツノ文節ヲ構成シ
ウルモノモアリ、又（69） 
  １．日本、支那……   ２．を   に 
イツモ他ノモノニ伴ツテ始メテ文節ヲ構成スルモノモアルノデアル。前者ハ詞（又ハ独立詞）、
後者ハ辞（付属辞）デアル。コノ両者ノ差異ハ文構成ノ最少単位タル文節ヲ構成スル上ニオケ
ル単語ノ性質ノ差カラ生ジタモノデアル。意味ノ方カラ考ヘテミルト辞ノイミハイツモ詞ニ付
属シテアラハサレルモノデアツテソレダケノイミヲ単独ニ思ヒウカベルコトハ実際ニ於テ困難
デアル程付属性ヲ有ツテヰルノデアル。詞ハコレニ対シ、ソレダケ切リハナシテ考ヘ得ル意味
ヲ有ツテヰルノデアル。ソシテコレニ又辞ノアラハス付属的意味ヲ添加サセルコトモ出来ルモ
ノデアル。カヤウナチガヒガ文節構成上ニアラハレテヰルノデアル。 
文ハ文節ガ一ツデ出来テヰルカ、或ハ二ツ以上ガ結合シテ組ミ立テラレテヰルガ、ソノ一ツ一
ツノ文節ヲミルトソコデ言ヒ切リニナツテヰルカ、又ハ他ヘツヅイテヰルカノ二ツノ場合シカ
ナイ。ソシテソノツヅイテユク場合ニハ色々ノツヅキ様ガアルノデアル。 
   昨日｜上野を｜歩いてゐたら｜友人に｜会つた。 
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カウ云フ文節ノ切レツヅキノ様々ガドウ云フ具合ニコトバニアラハサレルカニハ色々ノ方法ガ
アル。 
第一ニ、何等特別ナシルシガナクテ唯前後ノ関係カラ推測スルニ過ギヌモノガアル。１. 
第二ニ、特別ナシルシノアルモノデアル。ソノ中 
 （a） アル辞ヲツケ加ヘテシメスモノ２．（70） 
  １．日本、支那 及び満州   ２．ゐたら 
 （b） 特別ナ文節ヲツケ加ヘルモノ１. 
 （c） 文節ノ終リニアル単語ノ特別ナ形ニヨルモノ２. 
ソコデカヤウナ文節ノ切レ続キニ就イテ考ヘル。先ヅ詞ニ属スルモノデ、体言ト云ハレテヰル
モノハ、若シ単独デ一ツノ文節ヲツクル場合ニハ、切レルトモ続クトモハツキリセズ唯前後ノ
関係デワカルダケデアル。コレニ に、が、を、だ 等ノ如キ辞ヲ加ヘタ文節ハ切レ続キガハ
ツキリシテヰル。次ニ用言ハ形カラミルト場合ニ於テ色々変化スルガ、ソノ変化ハ主トシテコ
トバノ切レ続キニ関係シタモノデアル。即チ色々ノ形ニ於テソコデ切レルカ続クカガハツキリ
シテヰル。コレハ又特別ノ辞ヲツケル場合ニハ大抵ハ切レツヅキガハツキリシテヰル。次ニ副
詞ノ類（大抵、やつぱり 等）ハソレダケデ文節ヲナシタ場合ニ切レ続キヲ示ス特別ナシルシ
ガナイ。シカシ必ズツヅクモノデアル。接続詞ノ類モ単独デ一ツノ文節ヲツクル場合ニ特別ナ
シルシハ有タヌガ意味ハ必ズツヅクノデアル。感動詞（やあ、おい、はい、いいえ 等）モヤ
ハリ特別ナシルシハナイガシカシ意味カラ云ツテ切レルモノト認メテヨカラウト思フ。以上詞
ニツイテ観察シタノデアルガ、コレヲ切レ続キノ関係カラミルト次ノヤウニナルノデアル。四
種アル。（71） 
  １．安田氏ハコレニ副用言ト名ヅケタ。    ２．連体詞ト云フ人ガアル。 
切レタリ続イタリシテソノシルシヲ有ツテヰルモノ（活用ノアルモノ）ハ用言デアル。切レツ
ヅキヲ示スシルシノナイモノ（活用ノナイモノ）ハソノ他ノスベテデアル。後者ノ中、切レル
カ切レヌカハツキリセズ、唯前後ノアリサマニヨツテキマルモノガ体言デアル。イツモツヅク
モノハ副詞ト接続詞デアル。イツモ切レルモノガ感動詞デアル。以上ノ四種ヲ得ラレルガ、ソ
ノ中ツヅクモノノ中副詞ト接続詞ハコノ点カラミテ一ツノ類トシテ、副詞接続詞ト云フモノガ
必要ナラバソノ中デノ種類トシテワケルノ〈ハ〉適当デアルト思フ。１．唯ココニ問題トナルノ
ハ、イツモ他ヘツヅクモノガ副詞ト接続詞ソレダケデヨイカ、即チ松下氏ノアゲタイツデモ名
詞ヲ修飾スル一類ノモノガアルノデアル（或る、此の、所謂 等）。２．コレハ少クトモ現代ノ口
語ニ於テハイツモ体言ニツヅキ、ソレ以外ニハ用ヒラレヌカラヤハリコノ種ノ中ニ入レルベキ
デアラウト思ハレル。 
次ニ辞ハイツモ単独ニアラハレルコトガナク、詞ニ付属シテソレト共ニ文節ヲナスモノデアル。
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ソレ故辞自身ノ切レ続キノ関係ハ独立詞ト伴ツタ場合カラ推定スル他ハナイ。ソコデ助動詞ノ
類（ない、だ 等）ニツイテ考ヘルト、コレラハソレ自身活用シテ切レツヅキヲ示スシルシヲ
有ツテヰテ、ソノ切レ続キガ明カデアル。次ニ助詞ノ中 の、が、を 等ノ類ハ体言ニツイテ
イツモ（72） 
  １．名詞ト同ジ 
続ク文節ヲツクル。ソレ故コノ助詞ハイツモツヅクイミヲアラハスモノデアル。ソレカラ け
れども、のに、ば 等ハ活用語ノ類ニツヅイテツヅクイミヲアラハスノデアル。ソレ故コレモ
ヤハリツヅクモノデアルト云ヒエラル。ソレカラ も、は、さへ 等ハ体言ニツイタ場合モツ
ヅク文節ヲツクルノダカラヤハリツヅクモノト云ヒエラレル。次ニ まで、ばかり、など、ハ
体言ニツイタ場合ニハ切レルノカツヅクノカハツキリシナイ。故ニ切レツヅキニ関係ノナイモ
ノト云フベキデアル。１．ソレカラ よ、わい ナドハイツモ言ヒキルトコロニ用ヒラレ、而シ
テソコデ文ガ終ル。コレハ切レテ止ルモノト認ムベキデアル。ね、さ ハツヅクコトモ切レル
コトモアル。コレハ自身ノイミハ切ルノデアルガ、文節全体ノイミヲ切ルカドウカワカラヌ。
カウシテ区別シテミルト辞ニオイテモ同ジヤウナ区別ガデキル。切レツヅキノシルシヲモツモ
ノ（活用アルモノ）ハ助動詞デアル。切レツヅキノシルシノナイモノ（活用ナイモノ）ハ助詞
デアル。後者ノ中ニハ、切レツヅキノハツキリセヌモノ、ツヅクモノ、切レルモノガアル。切
レルモノノ中ニハ言ヒ切ルモノト言ヒ切ラヌモノトガアル。コレラノ分類ニツイテハ更ニ助詞
ノ条下ニ於テ詳述スルコトニスル。（73） 
以上ノ分類ハコトバノ切レ続キニヨツタモノデアツテ、コレハ吾々ノ有ツテヰル言語観念（表
象）ニ一致スルモノデアル。吾々ガ或ル単語ヲ思ヒ浮ベル場合ニソノコトバノ意味トシテ或ル
観念ヲ思ヒウカベル。コレト伴ツテソノコトバト他ノコトバトノ連結ノ関係ガ切レル続クトイ
フ感ジニナツテ浮ンデクルノデアル。例ヘバ やつぱりト云フ語ヲ思ヒウカベルトキソノコト
バノアラハス意味ト共ニ尚ナニカニツヅクノデ切レタノデハナイト云フ感ガアルノデアル。奇
麗ダト云ヘバソノイミト共ニソコデ言ヒ切ツタトイフ感ジガアルノデアル。コレハドウシテカ
ト云フト、ツマリサヤウナコトバヲ実地ニ使用シタ場合ニ、ソノ語又ハソノ語ノソノ形ガ、大
抵ノ場合ニ於テ他ノコトバニ続イテ現レルカ、或ハ言ヒ切ラレテアラハレルカシテ起ルトコロ
ノ連想デアル。言葉ノ意味ト云フモノハソノコトバニヨツテイツデモアラハレル意識内容デア
ルトスルナラバ、カカル切レ続キノ感ジモヤハリ一種ノ意味デアルト云フコトガ出来ル。カヤ
ウナ感ジ又ハ連想ハソノコトバニ熟達シタ者ニハ誰ニデモ起ルノデアリ、ソノコトバヲ使ヒ又
ハ理解スル上ニ甚ダ大切ナモノデアル。用言ノ類ハソノ切レ続キガ語ノ形ニヨツテ区別セラレ
テヰルノデアツテ斯様ナ感ジガ明カデアル。トコロガ体言ノ類ハカヤウナ感ジカラ離レテヰル。
ソレハツマリ場合ニヨツテ色々ノ関係ニ立ツカラ、ソノ体言ダケトシテハサヤウナ感ジガ明カ
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デナイノデアル。感動詞ノ類ハソレダケトシテアラハレルコトガ多イカラ、ソコデ（74） 
  １．はい、いいえ、ああ、 
切レルト云フ感ジガ多イノデアル。唯用言ノ言ヒ切リニナル場合ハ断定スルトカ述ベルト云フ
イミガアツテ其処デ切レルト云フ感ガハツキリシテヰルニ対シ感動詞ノ場合ハイクラカボンヤ
リシテヰル感ノアルノハ否マレナイ。１．副詞ハ普通他ノ語ニツヅイテイクカラ、ツヅクト云フ
感ジガスルノデアル。接続詞モ亦同様デアル。斯様ナ感ジハソノコトバガ実地ニ用ヒラレル色々
ノ場合カラ自然ニ抽象シテ得来ツタモノデアルカラ、切レ続キニヨル分類ガ職能ニヨル分類ト
合致スルノモ偶然デハナイノデアル。 
要スルニ文ヲ構成スル場合ニオケル単語ノ性質ノ差異ハソレ自身ノモツテヰル意味ニ基イテヰ
ルモノデハアルガ唯意味ダケデハ充分ニ明瞭ナ分類ハ困難デアル。コトバノ形ハ大切デハアリ
明瞭デハアルガコレダケニヨツタノデハ不充分デアル。ヤハリ職能ト云フコトヲ考ヘネバナラ
ヌノデアルガ、職能ニモ色々アツテ全体トシテ系統アル分類ヲナスコトハカナリ困難デアル。
上ニノベタ言葉ノ切レ続キハ文ヲ構成スル上ニハ最モ大切ナコトデアツテ、文ノ上ニ於ケルコ
トバノ切レ続キハ一々ノ単語ノ有ツテヰル切レ続キノ感ジヲ基礎トシテ示サレルモノデアリ、
単語ノモツ切レ続キノ感ジハソノ単語ガ文ノ中ニ於テモツ色々ノ職能カラ抽象セラレタモノデ
アツテ結局職能ヲモツトシタモノデアル。(75）又単語ノ語形ノ変化ハ日本語ニ於テハ、主トシ
テコトバノ切レ続キヲ示スモノデアルカラ、切レ続キト云フコトハ単語ノ形ニモ密接ナ関係ガ
アルノデアル。ソシテソノ根本ニサカノボレバ単語ノイミカラ出テヰルノデアルカラ、切レ続
キニヨツテ単語ヲ分類スルコトガ出来ルナラ結局ハコトバノ意味、形及ビ職能ニヨル分類ヲ総
合スルコトニナルノデアル。而シテソノ分類ノ基準ガ簡単ニナツテ比較的明瞭ナ又便利ナ分類
ガエラレルノデハアルマイカト思フ。上述ノ分類ハ一ツノ試シニスギナイガシカシソノ結果カ
ラミルト、大体ニ於テ従来ノ主ナ学者ノ説ト一致スルモノガ得ラレルノデアル。上ニアゲタ切
レ続キニヨル分類ニ於テ同ジ切レ続キニヨルモノデハアルガ詞ト辞トヲ区別スル場合ト、詞及
ビ辞ヲ夫々更ニ分類スル場合トデ多少趣ヲ異ニシタ点ガアル。コレハ詞ト辞トノ分類ハ文節ヲ
構成スル場合ニ於ケル性質ノ相違デ付属スルト独立スルトハ文節ノ内部ノコトニ属スルノデア
ル。詞及ビ辞ヲ更ニ分類スル場合ノ切レ続キハ文節全体トシテノ切レ続キニ関スルモノデアツ
テ両者性質ヲコトニスルカラデアル。コレハツマリ詞ト辞ト云フヤウナ性質ノチガツタモノヲ
ドチラモ単語ト認メルカラ起ツタコトデアル。（76）                （以上） 
 
【解説】解説に入る前にこれから言及する、橋本進吉の文法関係の講義草案、筆記、著書につ
いて、時間順に整理しておくと以下のようになる（林大氏による著作集七の解説におけるまと
めにもとづく）。 
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日本文法論（講義草案）  1929 年 橋本進吉博士著作集七『国文法体系論』に一部要約 
国語法概論（筆記）    1932 年 本翻字 
国語法要説（著書）    1934 年 橋本進吉博士著作集二『国語法研究』に所収 
日本文法論（講義草案）  1939 年 橋本進吉博士著作集七『国文法体系論』に所収 
 
 「国語法概論」筆記において最も注目される点は、橋本進吉が文法論の単位を、文と単語か
ら、文と文節にどのようにして変えることになったかである。この過程については、鈴木重幸
による次のような批判がある。 
 
 橋本の文法論のおおきな特徴の一つは，文節という概念を導入し，単語の本質規定をヨーロッ
パの文法論の word のそれからきりはなして、大槻文彦の単語の認定（筆者注：助詞助動詞を単
語とすること）をまもったことである。（『日本語研究の方法』180 ページ） 
 
 この過程については、すでに著作集七において、林大氏が「日本文法論」の講義草案から次
のように要約をしている。 
 
 文節は、西洋の言語に於ける「語」と同性質であるが、日本の文法家の「語」とは必ずしも
合致しない。 
 「語」とよばれるものには、これだけで一文節をなすもの――独立するものと、常に他のも
のに伴つて之と共に一文節をなすもの――独立しないもの、とがある。しかるに、独立する単
語の成分として、複合語の部分や接頭辞、接尾辞のついたものは独立しない。単語中の独立し
ない成分と、独立しない単語との区別は、外形上からは、なしがたい。（一）結合が自由でどん
な語にもつくもの、（二）その結合したものが他の単語と同等に用ゐられないもの、との二つの
標準によつて単語を定めれば、かなり徹底した区別が出来るが、今普通に単語と認められてゐ
るものにはあてはまらない。（『国文法体系論』409～410 ページ） 
 
 本筆記（ノートの 27～31 ページ）においては、単語中の独立しない成分と、独立しない単語
の区別の問題にはいる前にまず、以下のような場合が比較されている。 
（一）娘ざかり       複合語  
（二）娘ども、 娘たち   単語＋接尾辞  
（三）娘が   娘を    詞＋辞 
（一）「娘ざかり」（二）「娘ども」のようなものは、「娘」が「娘を」にできるように、「娘ざか
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り を」「娘ども が」のようにあらたに「を」や「が」をつけることができるが、（三）「娘が」
の場合は、「娘が を」のように、「を」をつけることはできない。これは、（一）「娘ざかり」
（二）「娘ども」が結局単純な「娘」と同じ名詞をつくるのに対して、（三）「娘を」は、単純な
名詞と同じものにはなっていないといっているのである。これについては、橋本進吉は、（一）
（二）の場合は単語と同じものであるのに対し、（三）は単語と単語の結合したものになると考
えるのである。なお、ここで単語と単語の結合したものというのは、一方が独立的でもう一方
が非独立的なものであると考えられるので、文節のことと考えてよいと思われる。そうすると、
独立した単語に接辞がついたものはいくらついてもそれは単語にしかならないが、独立した単
語に独立しない単語がつくとそれは、文節にはなるが単語にはならないということである。 
 ここでは、とりあえず（一）（二）と（三）が異なるものとして区別されているわけであるが、
ここで問題になっているのは、単語中の独立しない成分と、独立しない単語との区別であり、
その観点からは、（二）の接尾辞と（三）の助詞の区別が問題となる。そして、さらに、助動詞
は接辞なのか独立しない単語なのかということが大きな問題となってくる。その判定基準とし
て二つの基準を設け、それにあてはまるかどうかで、助動詞をどちらにいれるか考えようとい
うのである。それが単語であるかどうかの判定基準の第一としては、Sweet のいっている、文
のなかで他のどんな単語とも組み合わさるかどうかということ、そして第二の基準としては、
「ソノ結合シタモノガ他ノ単語ト同等ニ用ヒラレナイモノ」（29 ページ）であるかどうかとい
うことをとりあげる。助動詞の場合は動詞につくのだから、第二の基準は、動詞に助動詞のつ
いたものが、やはり単語として動詞と考えられるかどうかということになる。ここで橋本進吉
は、助動詞がついたものはやはり単語として動詞とかわらないから、第二の基準は満たさない
とする。そして、助動詞は助詞とちがって独立しない単語ではなく、接辞であるとするのであ
る。しかし、そうすると従来の日本語の文法家やすでに刊行した自身の教科書『新文典』（1927)
の説に反することになる。かといって、第二の基準を廃すれば、助動詞は独立しない単語と認
められるが、接辞、特に広範囲の単語につく接辞も独立しない単語と認めなければならなくな
るというディレンマにおちいるというのである。そこで、独立した単語と接辞をある基準によっ
て質的に区別しようというこれまでの試みを断念し、要は独立した単語と接辞は根本的に連続
しているのだとして、従来の助動詞を単語と認める説を温存することになるのである。 
 橋本進吉は、「結局カヤウナ取扱方ガ充分学問的デハナク、又不徹底ナトコロモナイデハナイ
ガ便宜上許シテオイテヨイモノト思ハレル。」（31 ページ）といって、最終的に議論を放棄する
ような形で、助詞助動詞を単語とするという結論にもっていってしまうのであるが、橋本進吉
の議論のどこに問題があってそうなったかを考えてみる必要がある。 
 その前に、もう一度橋本進吉の議論をふりかえるなら、まず助詞は独立しない単語であるこ
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とが前提され、それと接辞とは性質が異なるものとされている。その性質のちがいは、標準の
一と二によって判別される。独立しない単語は標準の一と二の両方をクリアするものである。
助詞はその両方をクリアするのに対して、助動詞は、第一の標準に関してはクリアするが、第
二の標準についてはクリアしない。それは次のように整理することができる。 
 
 助詞 助動詞 接辞 
標準一 ○ ○ × 
標準二 ○ × × 
 
 ここで問題になるのは、「助動詞ノヤウナモノハソノ大部分ハ他ノ語ト結合シテヤハリ動詞ノ
如キモノヲツクル」（29 ページ）とされていて、それが文節もつくることには考慮がはらわれ
ていないことである。しかし、『国語法要説』の以下の部分においては、むしろこちらの方が当
たり前のことだが、たしかに助動詞は単語をつくるものとも考えられるとしているが、同時に
文節をつくるものとしても考えられている。 
  
 前に述べたやうに、接辞が付いて出来た単位を文節と認めず語と認めるのは、その単位が文
節を構成する上に於て、語と全く同様であつて、語が構成すると同様の種々の文節を形づくる
からである。それでは、第二種の語（筆者注：助詞助動詞）が付いて出来た単位はどうである
かといふに、例へば「山が」「山は」「山から」「山だけは」「山か」のやうに、助詞が付いて出
来たものは、更にそれだけが一単位となり、その上に種々の語が付いて、語が形づくると同様
な種々の文節を形づくる事は無い（勿論、「山に」に更に「は」が付いて「山には」といふ文節
が出来るが、これは他の語に「は」のついた「花は」と同等な文節ではない）。それ故、之を文
節そのものと認めて、文節を構成する語とは認めないのである。しかるに、「行かない」「行き
ます」「行つた」「行かう」「山だ」のやうに、助動詞が付いたものは、「行く」が、それだけで
一文節となり、又、「行くけれども」「行くが」「行くのは」のやうな文節を構成すると同様に、
それだけで一文節を作り、又「行かないけれども」「行かないが」「行かないのは」「行きますけ
れども」「行きますが」「行きますのは」などの文節を構成する（但し、「行かう」「山だ」は「行
かうけれども」「山だけれども」「行かうが」「山だが」の文節を作るが、「行かうのは」の如き
文節は作らないやうに、助動詞によつて、いくらか差異のあるものもある）。この点に於て「行
く」といふ語と同様であるから、かやうな単位は文節ではなく、むしろ語と認むべきである。
さすれば、右のやうな助動詞は、語に付いて語を作る独立しない単位であり、他の語に付属的
の意味を加へるものであるから、語ではなく、むしろ接辞（他の語の下に付く故、接尾辞）と
認むべきである。山田孝雄氏が、助動詞を用言の複語尾として、用言に助動詞の付いたものを
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一語と認めたのも、かやうな点から見れば合理的であるといふべきである。（『国語法研究』21-22
ページ） 
 
 ここで下線部に注目すると、これは、「行つた」「行かない」などはそれだけですでに文節で
あるとされながら、単語としてさらに文節をつくる材料となっているということである。さき
に標準の二について考えたことからするなら、「行つた」「行かない」が文節であるとするなら、
それらは「ソノ結合シタモノガ他ノ単語ト同等ニ用ヒラレナイモノ」になるはずである。しか
し、実際には、「かやうな単位は文節ではなく、むしろ語と認むべきである」とされているので
ある。これは筆記に示された議論の理屈とは矛盾することになる。 
 確かにこれは矛盾であるが、重要なことは、橋本進吉が「行つた」「行かない」などを一方で
文節であると認めていることである。つまり、「行つた」「行かない」など、助動詞のついた動
詞は文節という性格と単語という性格の二重の性格をもつということである。これに対して助
詞のついた名詞はもっぱら文節としてしか機能せず、それがあらたに単語として材料になって
文節をつくることはないのである。 
 両者の差はどういうことかというと、名詞や動詞は文のなかでは何らかの文法的役割を表す
語形をとる必要があるが、橋本進吉も指摘しているように、助詞においては、その語形が「浮
遊」的、すなわち文法的な形式が分析的（語彙的な本体の外に遊離的）に表されるのに対して、
助動詞においては、文法的形式が総合的（語彙的な本体と融合的）に表されるということであ
る。「行かない」は動詞の否定形という語形であると同時に、否定動詞という単語と見ることが
可能なのである。橋本進吉は、独立しない単語と認める基準として、助詞のような分析的な語
形をつくる場合しか考えていなかったため、助動詞のような総合的な語形をつくる場合を位置
づけきれなかったのである。橋本進吉が西欧の単語の認定をもとにしながら、日本語において
単語をどのようなものとして認めるかという議論を中途で放棄せざるをなかったのは、まさに
文法的な意味の表し方が日本語では名詞と動詞で異なっていて、分析的と総合的の二つがある
ことに思い至らなかったためであるといえよう。つまり、分析的な表現法のみを基準としたた
めに、これまで助詞助動詞というように同じ性質のものとして一括してあつかわれてきたもの
を、一方は独立しない単語とし、一方は接辞であるとしなければならなくなったということで
ある。 
 それをさけるために橋本進吉は、二つの独立した基準によるのではなく、接辞と助辞の連続
性という考え方によろうとしたのだと考えられる。そうした考えは、すでに「結合スル範囲ガ
セマク特殊ノ場合ニ限ラレテヰルモノハ自然ニ結合ガカタクナリ然ラザルモノハ自ラ結合ガユ
ルクナルノデアル」（28 ページ）といっているところに現れている。しかし、助詞と助動詞の
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間には、結合する相手との結合かたさに程度差はあっても、助詞は名詞とひろく結合するはず
であり、助動詞は動詞とひろく結合するはずであるから、結合する相手の範囲のひろさに程度
差はないはずである。つまり、結合のかたさの程度とひろさの程度は相関しないはずであるに
もかかわらず、ここでは両者が相関的なものであると考えられ、単語性と接辞性は中間段階を
ふくんでゆるやかに連続したものであると考えられている。かりにこうした見通しを認めた場
合でも、助動詞は助詞と接辞の中間にあたることになり、単語にも接辞にもいれられないこと
になりそうであるが、それを単語の方にいれるのは、やはり鈴木重幸のいうように、大槻文彦
以来の通説を優先させたものとしか思われないのである。すべからく文節を単語と認め、文は
文節から構成されるものではなく、単語から構成されるものとすべきであったのである。 
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